
夢を与え、地域の良さを PR
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主な内容 

重大交通事故が多発しています…… 
 
統計調査にご協力をお願いします… 
 

②

④

⑧

「市の花・木・鳥」に投票を ………… 

　
児
童
の
絵
画
を
車
両
に
掲
示
し
た
ア
ー
ト

ト
レ
イ
ン
が
鳥
海
山
ろ
く
線
に
登
場
。
沿
線

の
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
は
由
利
本
荘
青
年
会
議
所（
菊
地
孝
一

理
事
長
）が
韓
国
梁
山
（
ヤ
ン
サ
ン
）
市
の

　
　
　
　
　
　    

梁
山（
梁
山
青
年
会
議
所
）

と
の
姉
妹
会
議
所
提
携
二
十
五
周
年
を
記
念

し
、
両
市
と
に
か
ほ
市
の
児
童
が
描
い
た
絵

画
を
車
両
に
掲
示
し
、
特
別
号
に
仕
立
て
た

も
の
で
す
。 

　
八
月
二
十
七
日
に
は
矢
島
駅
で
「
車
両
展

示
絵
画
表
彰
式
」
が
開
か
れ
、
入
賞
し
た
児

童
七
十
人
と
保
護
者
、
両
青
年
会
議
所
の
関

係
者
な
ど
お
よ
そ
二
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
菊
地
理
事
長
は
「
同
じ
志
を
持
つ
Ｊ
Ｃ
同

士
で
、
二
十
五
年
に
わ
た
り
相
互
訪
問
な
ど

の
交
流
を
続
け
て
こ
れ
た
こ
と
は
感
慨
深
い
。

今
後
も
由
利
本
荘
市
、
に
か
ほ
市
の
振
興
と

発
展
、
児
童
の
健
全
育
成
に
力
を
尽
く
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
梁
山

青
年
会
議
所
の
安
享
培
（
ア
ン
・
ヒ
ョ
ン
ベ
）

会
長
も
「
こ
の
交
流
に
よ
り
互
い
に
協
力
・

理
解
を
深
め
、
一
層
の
友
好
関
係
を
築
く
こ

と
を
願
っ
て
い
る
」
と
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
に
は
二
千
百
六
十
二
点
に
及
ぶ
応

募
が
あ
り
、
画
家
の
河
村
彰
先
生
が
審
査
に

当
た
ら
れ
、
百
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。 

　
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
は
「
地
元
の
鉄

道
と
い
う
《
動
く
会
場
》
に
作
品
を
飾
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
、
楽
し
く

絵
画
に
触
れ
て
も
ら
え
る
と
と
も
に
、
地
域

の
良
さ
と
国
際
交
流
事
業
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
ア
ー
ト
ト
レ
イ
ン

の
運
行
は
九
月
二
十
七
日
ま
で
。 
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由
利
本
荘 

青
年
会
議
所 

会長賞：猪又映夏さん（前列左）、理事長賞： 
保科陽美さんが安会長（後列左）、菊地理事 
長と記念撮影 

矢島駅で行われた表彰式 

自
分
の
絵
と
並
ん
で
パ
チ
リ ！ 

児童の絵画が飾られた鳥海山ろく線の列車 児童の絵画が飾られた鳥海山ろく線の列車 

　霊峰鳥海山を源に悠々と日本海に注ぐ子吉川。初秋の空は
高く、清流の川の瀬には鮎が跳ね、川面はまぶしく輝いてい
ます。休日には県内外から訪れる多くの太公望が、長い竿を
しならせて鮎釣りを堪能する姿が見られます。 

Ｊ
Ｃ
Ｉ 

Ｋ
ｏ
ｒ
ｅ
ａ 

絵
画
は
矢
島
駅
の
二
階
に
展
示
さ
れ
ま
し
た 
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先
の
大
戦
で
尊
い
命
を
犠
牲
に
さ
れ
た

戦
没
者
を
追
悼
し
、
世
界
の
恒
久
平
和
を

祈
念
す
る
市
戦
没
者
追
悼
式
が
八
月
二
十

四
日
、
本
荘
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
と
し
て
初
と
な
る
追
悼
式
に
は
、
戦

没
者
の
遺
族
や
市
議
会
議
員
な
ど
約
七
百

人
が
参
列
。
全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、

柳
田
市
長
が
「
今
日
の
繁
栄
は
先
の
戦
争

に
よ
る
多
く
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
を
私
た
ち
は
忘
れ
て
は
い
け
な

い
。
不
戦
の
決
意
を
心
に
刻
み
、
命
の
尊

さ
、
平
和
の
大
切
さ
を
後
世
に
伝
え
て
い

く
こ
と
が
私
た
ち
の
重
大
な
責
務
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

井
島
市
議
会
議
長
、
阿
部
勇
遺
族
会
長

ら
が
追
悼
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
後
、
遺
族

の
代
表
な
ど
が
ス
テ
ー
ジ
に
設
け
ら
れ
た

慰
霊
塔
に
白
菊
を
献
花
し
、
戦
争
に
よ
る

悲
劇
を
二
度
と
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ

う
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
�
由
利
本
荘
市
社
会
福
祉
協
議
会（
本
間

達
雄
会
長
）が
主
催
す
る
由
利
本
荘
市
社
会

福
祉
大
会
が
九
月
六
日
、本
荘
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。大
会
で
は
社
会
福
祉
に

功
績
の
あ
っ
た
六
十
二
の
個
人
や
団
体
へ

の
表
彰
状
の
授
与
と
感
謝
状
の
贈
呈
、大
会

宣
言
の
朗
読
な
ど
の
式
典
に
続
き
、読
売
新

聞
社
編
集
委
員
の
橋
本
五
郎
さ
ん
の
講
演

会
が
行
わ
れ
、参
加
し
た
大
勢
の
市
民
に
感

銘
を
与
え
ま
し
た
。

　

本
県
三
種
町
（
旧
琴
丘
町
）
出
身
で
、
朝

の
テ
レ
ビ
な
ど
で
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
い

る
橋
本
さ
ん
は「
日
本
の
政
治
の
ゆ
く
え
と

社
会
福
祉
」と
題
し
て
講
演
。
五
年
前
の
胃

ガ
ン
の
手
術
を
契
機
に
、見
て
感
じ
た
こ
と

を
率
直
に
話
し
、書
く
こ
と
を
決
意
し
た
と

し
て
、歴
代
政
治
家
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
政
治

の
裏
話
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
語
り
口
で
、理
念
の
欠

如
し
た
政
治
に
よ
る
、日
本
の
行
方
に
対
す

る
不
安
を
に
じ
ま
せ
、今
こ
そ
政
治
理
念
の

確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
力
説
。自
ら
の

生
い
立
ち
の
話
の
中
で
、六
人
の
兄
弟
が
母

親
の
深
い
愛
情
と
人
一
倍
の
苦
労
で
育
て

ら
れ
た
こ
と
に
触
れ
、心
の
通
っ
た
政
治
の

大
切
さ
を
説
き
、地
方
や
社
会
福
祉
に
目
を

向
け
ず
、採
算
だ
け
に
と
ら
わ
れ
た
た
め
に

犠
牲
に
な
っ
て
い
る
部
分
を
気
遣
わ
な
い

政
治
を
批
判
し
ま
し
た
。

　

来
場
し
た
人
た
ち
は
、政
治
に
対
し
舌
鋒

鋭
く
、歯
に
衣
を
着
せ
な
い
指
摘
に
共
感
し
、

う
な
ず
き
な
が
ら
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

社
会
福
祉
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
た
大
会

演壇に立つ橋本五郎さん

「命の尊さ、平和の大切を後世へ」
と式辞を述べる柳田市長　　　　　

〜　
急
が
ず
に　
マ
ナ
ー
と
ゆ
と
り
で　
交
通
安
全　
〜

　

八
月
以
降
、
由
利
本
荘
警
察
署
管
内
で
、
重
大
な
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

特
に
高
齢
者
が
道
路
を
横
断
す
る
際
に
事
故
に
遭
い
、
大
き
な
ケ
ガ
を
負
う
ケ
ー
ス

が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

九
月
二
十
一
日
か
ら
「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
を
基
本
推
進
事
項
と
し
て
、

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
、
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
、
職
場
、
地
域
ぐ
る
み

で
注
意
し
合
い
、
交
通
事
故
と
飲
酒
運
転
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

◎
運
動
の
重
点　
　
「
夕
暮
れ
と
夜
間
の
歩
行
中
、
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止
」

　
　
　
　
　
　
　
　
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
」

　
　
　
　
　
　
　
　
「
飲
酒
運
転
の
徹
底
追
放
」

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動　

９
月　

日　

〜　

日　

２１

（木）

３０

（土）

由
利
本
荘
警
察
署
交
通
課

由
利
本
荘
警
察
署
交
通
課

福

岡

祐

子

福　

岡　

祐　

子　
巡
査
長

巡
査
長

　これから、だんだん日暮れが早まり
ます。例年、夕方は交通事故が多発し
ますので、特に注意してください。
　まず、道路を横断する時は、「信号
機のある場所や横断歩道を利用するこ
と」です。『慣れた道だから』という
気持ちが、実はとても危険ですので。
　また、自動車やバイクを運転する時
は「早めのライト点灯」で視界を確保
し、歩行者や対向車への注意を促して、
事故防止に努めてください。
　連日、飲酒運転による死亡事故がテ
レビなどのニュースで報じられていま
す。飲酒運転は判断能力が著しく低下
し、重大な事故に直結します。
　　「飲酒運転は絶対にしない、させな
い」をみんなで誓いましょう。

夕夕方方のの交交通通事事故故ににはは、、
特特ににごご注注意意くくだだささいい

広報ゆりほんじょう ２
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石
脇
財
産
区
が
今
年
で
創
立
百
周
年

を
迎
え
、
九
月
一
日
、
記
念
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
同
日
、
式
典
に
先
立
っ
て
第
二

十
四
回
石
川
善
兵
衛
翁
記
念
植
林
祭
が

実
施
さ
れ
、
新
山
公
園
内
の
善
兵
衛
翁

植
林
記
念
碑
前
で
の
追
善
供
養
の
後
、

黒
松
十
本
が
記
念
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。�

　
石
川
善
兵
衛
翁
は
、
今
か
ら
約
二
百

五
十
年
前
、
荒
涼
と
し
た
砂
地
だ
っ
た

石
脇
地
区
に
、
親
子
三
代
、
八
十
六
年

の
長
き
に
わ
た
っ
て
千
百
五
十
万
本

余
り
の
松
を
植
林
。
同
地
区
を
飛
砂

の
害
か
ら
守
り
、
今
日
の
石
脇
地
区

発
展
の
礎
を
築
い
た
人
物
で
す
。
　 

　
記
念
植
林
祭
、
記
念
式
典
に
は
千

葉
県
在
住
の
善
兵
衛
翁
の
直
系
子
孫
、

石
川
宗
介
さ
ん
も
駆
け
つ
け
、
財
産

区
管
理
者
の
柳
田
市
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。�

記念碑を前に追善供養�

くす玉を割って10万人達成を祝う�
善兵衛翁の偉業をたたえ、感謝状贈呈�

　
こ
の
た
び
、市
に
新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ（
ア�

シ
ス
タ
ン
ト
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
）
が
着
任
し
ま
し
た
。�

　
写
真
左
か
ら
東
由
利
地
域
担
当
の
グ

レ
ッ
グ
・
ヒ
ュ
ー
ブ
ナ
ー
先
生
（
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
）、由
利
地
域
担
当
の

バ
ー
ウ
ィ
ン
・
バ
ー
ニ
ィ
ー
先
生
（
イ

ギ
リ
ス
出
身
）
、
本
荘
地
域
担
当
の
ア

メ
リ
ー
・
ジ
ラ
ー
ル
先
生
（
カ
ナ
ダ
出

身
）
で
す
。
三
人
の
先
生
た
ち
は
今
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
地
域
で
生
き
た
英
語

を
学
ぶ
手
助
け
を
し
て
く
れ
ま
す
。�

　
「
鳥
海
山
の
遺
産
と
活
用
を
探
る
講
演

と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
八
月
二
十
六
日
、

矢
島
地
域
の
日
新
館
で
開
催
さ
れ
、
約
百

二
十
人
の
住
民
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
東
北
芸
術
工
科
大
学
の
田
口
洋
美
教
授

は
「
山
と
現
代
社
会
―
少
子
高
齢
化
時
代

に
お
け
る
山
と
人
―
」
と
題
し
た
講
演
を

行
い
、
狩
猟
や
マ
タ
ギ
文
化
を
例
に
人
と

自
然
と
の
歴
史
的
な
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、

映
像
を
交
え
て
詳
し
く
解
説
し
ま
し
た
。�

　
続
く
「
鳥
海
山
の
豊
か
な
自
然
と
文
化�

遺
産
を
ど
の
よ
う
に
活
か
す
か
」
を
テ
ー�

マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
山
形
県�

遊
佐
町
の
ゆ
ざ
環
境
協
働
組
織
鳥
海
自
然

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
今
野
進
理
事
長
と
本
海

獅
子
舞
伝
承
懇
話
会
の
松
田
訓
会
長
が
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
取
り
組
み
を
紹
介
。
参

加
し
た
人
た
ち
は
、
鳥
海
山
を
中
心
と
し

た
自
然
や
文
化
遺
産
の
今
後
の
活
用
方
法

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。�

―
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
―�

い�

い
し
ず
え�

　石脇地区の温泉休養施設「ぱいんすぱ

新山」が８月３１日、当初の見込みより３

カ月ほど早く入湯者数１０万人を達成し、

記念セレモニーが行われました。�

　幸運な１０万人目となったのは石脇の阿

部アユさん（８３歳）。阿部さんには、柳田

市長から記念品として、地元特産品や

「ぱいんすぱ新山」の入湯回数券が贈ら

れました。�

広報ゆりほんじょう５

　

東
京
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た
都
市

対
抗
野
球
大
会
で
、
三
年
ぶ
り
九

度
目
の
出
場
の
Ｔ
Ｄ
Ｋ
が
打
ち
立

て
た
「
日
本
一
」
と
い
う
金
字
塔

に
、
由
利
本
荘
は
大
き
な
感
動
と

喜
び
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
 
Ｔ
Ｄ
Ｋ
は
県
予
選
で
は
こ
れ

ま
で
二
十
四
回
優
勝
し
て
い
る
常

勝
チ
ー
ム
で
す
が
、
本
大
会
で
は

勝
ち
星
ゼ
ロ
。「
ま
ず
初
戦
突
破
」

を
大
き
な
目
標
と
し
、
一
回
戦
で

は
伯
和
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ
（
東
広
島

市
）
を
破
っ
て
悲
願
の
初
勝
利
。

そ
の
後
も
本
市�
岡
の
四
番
佐
々

木 
弥 
選
手
の
活
躍
な
ど
で
、
Ｊ
Ｒ

わ
た
る

東
海
（
名
古
屋
市
）、
ホ
ン
ダ
（
狭

山
市
）、
日
本
通
運
（
さ
い
た
ま
市
）

と
優
勝
候
補
に
名
を
連
ね
る
強
豪

チ
ー
ム
を
次
々
と
撃
破
し
、
決
勝

戦
で
も
地
元
の
熱
い
声
援
に
応
え

つ
い
に
頂
点
を
極
め
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｄ
Ｋ
の
一
大
生
産
拠
点
で
あ

る
本
荘
由
利
地
域
で
は
、
多
く
の

市
民
が
同
社
や
関
連
企
業
で
働
い

て
お
り
、
地
域
産
業
に
活
力
を
も

た
ら
す
Ｔ
Ｄ
Ｋ
の
活
躍
に
、
市
の

枠
を
超
え
た
喜
び
を
爆
発
さ
せ
ま

し
た
。

体育館の大型画面を見ながら勝利の瞬間を喜ぶ

　

第
七
十
七
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
に
出
場
し
た
Ｔ
Ｄ
Ｋ
（
に

か
ほ
市
）
は
快
進
撃
を
続
け
、
東
北
勢
と
し
て
は
初
め
て
の
優

勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
Ｔ
Ｄ
Ｋ
発
祥
の
地
で
あ
る
隣
接
市
の

に
か
ほ
市
は
も
と
よ
り
、
地
元
企
業
と
し
て
密
接
な
か
か
わ
り

を
持
つ
本
市
民
も
、
勝
ち
進
む
一
戦
ご
と
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
。

　

決
勝
で
は
強
豪
の
日
産
自
動
車
（
横
須
賀
市
）
を
四
対
三
で

下
し
、
全
国
制
覇
に
輝
い
た
快
挙
に
由
利
本
荘
は
沸
き
返
り
、

賞
賛
の
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

１８年度東北中学校体育大会成績（３位以内）
【柔道】（８月７日～９日・宮古市民総合体育館）
・男子個人４８㎏級
　３　位　中村潤慈（本荘北中学校３年）
・女子個人４４㎏級
　準優勝　五十嵐美里（本荘北中学校２年）
・女子個人５２㎏級
　優　勝　佐藤　愛（本荘東中学校３年）
・女子個人５７㎏級
　３　位　冨樫　優（本荘東中学校３年）
・女子個人６３㎏級
　準優勝　山浅美里（本荘東中学校２年）
【水泳】（８月９日～１１日・山形市総合スポーツ
　　　　センター屋外プール）
・女子４００ｍ自由形
　３　位　高橋あかり（本荘東中学校３年）
・女子８００ｍ自由形
　準優勝　高橋あかり（本荘東中学校３年）
【ソフトボール】（８月４日～６日・郡山市ふる
　　　　　　　　さとの森スポーツパーク）
・男　子
　準優勝　本荘東中学校
　３　位    本荘北中学校
【バレーボール】（８月８日～１０日・岩手県奥州
　　　　　　　　市Ｚアリーナ）
・女　子
　３　位　本荘北中学校

１８年度全日本少年武道（剣道）錬成大会
　　　　　　　（７月３０日・東京：日本武道館）
　３　位　本荘剣志会（三浦星斗：新山小学校
　　　　　６年、長谷川和彦：鶴舞小学校５年、
　　　　　大竹一八：新山小学校６年、西田翔
　　　　　平：同、佐藤貴文：尾崎小学校６年）

第１５回全国市町村交流レガッタ南砺大会
　（９月２日、３日・富山県南砺市桂湖ボート場）
【ナックルフォア】
・成年男子の部
　５　位　長田建設
・壮年女子の部
  ６　位　ナイスキャッチーズ
・議会議員の部
  準優勝　由利本荘市議会子吉川
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３位に輝いた本荘剣志会３位に輝いた本荘剣志会

柳田市長に交流レガッタの報告をする長田建設クルーの関係者柳田市長に交流レガッタの報告をする長田建設クルーの関係者

打撃賞に選ばれた背番号１９の佐々木弥選手（�
岡）の打席のたびに熱い期待の声援

（写真提供／にかほ市：広報）



６�広報ゆりほんじょう�

　市にふさわしい花、木、鳥について、
本紙７月１５日号で広く候補を募集した
ところ、たくさんのご応募をいただき、
ありがとうございます。�
　お寄せいただきました中から、企画
委員会でそれぞれ次の３点に絞られま
した。�

　市の花　ゆり、菖蒲、さくら�
　市の木　松、ブナ、ケヤキ�
　市の鳥　キジ、ウグイス、ハト�

　この中から、「市になじみが深く、
親しまれているもの。市を象徴するも
の」としての花、木、鳥について１点ず
つ、皆さんから投票いただきます。�
　投票結果を参考に「市の花、木、鳥 
企画委員会」での検討を経て決定しま
す。ご協力をお願いします。��

【投票資格】　市に住所を有する人、
由利本荘市出身の人。年齢制限なし。�
【投票方法】　ハガキまたは投票用紙
により住所、氏名、年齢、電話番号を
明記のうえ、各１点の候補名を記入し
応募する。（持参、郵送、ファックス、
電子メールのいずれかによる）「花、木、
鳥」全部またはどれか一つ以上の項目
について応募。（応募は１人１通限り）�
【投票用紙】　市ホームページからダ
ウンロードできます。　　　　　　　
　  http://www.city.yurihonjo.akita.jp�
�
【投票期間】�

　９月１９日（火） ～１０月６日（金）�
　　　　　   　／当日消印有効

【投票先】　�
郵送　由利本荘市役所 企画調整課　
（〒０１５－８５０１由利本荘市尾崎１７番地）�
持参　各総合支所振興課および各出張所�
FAX 　２３－１３２２�
電子メール　 kikaku@city.yurihonjo.akita.jp�
【賞　品】　選定された「花」「木」「鳥」
の応募者、投票者の中から抽選で贈呈。�
【発　表】 「広報ゆりほんじょう」、
「市ホームページ」で公表（当選者に
は別途通知します）�
【その他】　応募者の個人情報は「市
の花、木、鳥」制定以外の目的には使
用いたしません。��
◇問い合わせ先　市企画調整課企画調
整班（　２４－６２２６）�
�
�

市の花・木・鳥の  候補  が出そろいました�

由利本荘市の「花」「木」「鳥」の投票用紙�

花・木・鳥からそれぞれ１つずつ選んでください。�

市の花� □ゆり　 □菖蒲　    □さくら�

住　所�

氏　名� 歳�

年  

齢�

出  身�
町内名�

電話番号�

ふりがな�

〒　　　－�

－　　　　－�

市の木� □松　　 □ブナ　    □ケヤキ�

市の鳥� □キジ　 □ウグイス  □ハト�

※投票は１人１枚となります。�

投票用紙のダウンロードは市のホームページから�

ち
な
み
に
各
項
目
の
上
位
は
、�

次
の
と
お
り
で
す
。�

花�

…
ゆ
り
、
菖
蒲
、
さ
く
ら
、�

　
リ
ン
ド
ウ
、
チ
ョ
ウ
カ
イ
フ
ス
マ�

木�

…
松
、
ブ
ナ
、
ケ
ヤ
キ
、
杉
、
竹�

鳥�

…
キ
ジ
、
ウ
グ
イ
ス
、
カ
モ
メ
、�

　
ヤ
マ
ド
リ
、
白
鳥
、
ハ
ト�

あなたの「投票」をお願いします�あなたの「投票」をお願いします�

市の花市の花�
ゆり・菖蒲・さくらゆり・菖蒲・さくら�

市の木市の木�
松・ブナ・ケヤキ松・ブナ・ケヤキ�

市の鳥市の鳥�
キジ・ウグイス・ハトキジ・ウグイス・ハト�

市の花�
ゆり・菖蒲・さくら�

市の木�
松・ブナ・ケヤキ�

市の鳥�
キジ・ウグイス・ハト�

７�広報ゆりほんじょう�

目はやや�
遠くを見る�

あごを引く�

胸を張り、�
背筋を伸ばす�

腕は９０゚に曲げ、�
前後に大きく降る�

歩調は�
リズミカルに�

着地は�
かかとから�

９０゚ �

４０゚ �

脚はしっかりと�
伸ばす�

市からの�

お知らせ�
オコジョは鳥海山に棲む�
愛らしい小動物です。�

　
十
月
六
日
に
開
催
さ
れ
る
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

「
ひ
る
の
散
歩
道
」
の
公
開
録
音
の
観
覧
を
お

申
し
込
み
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 �

  

　
こ
の
後
、
観
覧
の
当
落
を
ハ
ガ
キ
で
ご
連
絡

し
ま
す
。
当
選
の
場
合
、
ハ
ガ
キ
が
「
座
席
指

定
引
換
券
」
と
な
り
ま
す
の
で
、
当
日
お
忘
れ

な
く
お
持
ち
く
だ
さ
い
。�

　
「
座
席
指
定
券
」
と
の
引
き
換
え
は
、
午
後

三
時
か
ら
、
会
場
の
本
荘
文
化
会
館
で
行
い
ま

す
。
（
座
席
の
指
定
は
主
催
者
に
一
任
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
）
　
引
き
換
え
時
刻
と
な
る
前

に
お
い
で
の
方
は
、
隣
接
す
る
「
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
」
の
体
育
館
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
開
場
は
午
後
五
時
、
開
演
は
午
後
五

時
四
十
五
分
で
す
。�

　
お
車
で
来
場
の
場
合
、
本
荘
文
化
会
館
の
駐

車
場
は
手
狭
で
す
の
で
、「
由
利
組
合
総
合
病
院

跡
地
」
に
駐
車
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。�

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
広
報
広
聴
課
（
　
　

ー
６
２
３
７
）
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
「
ひ
る

の
散
歩
道
」
係
（
　
０
１
８
ー
８
２
４
―
８
１

０
０
）
ま
で
。�

冠  

二
郎
さ
ん�

石
原
詢
子
さ
ん�

門
倉
有
希
さ
ん�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ�

「
ひ
る
の
散
歩
道
」�

由
利
本
荘
市
誕
生
一
周
年
記
念
事
業�

公
開�

録
音�

観
覧
申
し
込
み
の
皆
さ
ん
へ�

由利本荘市�
合併１周年�
記　念�

（月）�

　
鳥
海
山
、
子
吉
川
、
日
本
海
に
代
表
さ
れ

る
美
し
い
自
然
を
有
し
、
豊
か
な
地
域
文
化

に
彩
ら
れ
て
い
る
、
私
た
ち
の
由
利
本
荘
市
。�

　
か
つ
て
矢
島
藩
、
本
荘
藩
、
亀
田
藩
の
繁

栄
と
地
域
の
歴
史
を
支
え
て
き
た
道
を
舞
台

に
、
十
月
十
四
日
と
十
五
日
に
「
出
羽
富
士

鳥
海
ツ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
す
。�

　
参
加
の
事
前
申
し
込
み
締
め
切
り
は
、
九

月
二
十
五
日（
月
）で
す
。
事
前
に
お
申
し
込

み
い
た
だ
き
ま
す
と
「
大
会
誌
」
に
お
名
前

が
記
載
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
各
総
合
支
所
か

ら
主
会
場
の
本
荘
公
園
前
広
場
ま
で
の
送
迎

バ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。�

◆
申
し
込
み
方
法
　
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

は
さ
み
込
ん
で
あ
る
郵
便
局
の
「
払
い
込
み

取
り
扱
い
票
」
に
氏
名
な
ど
を
記
入
の
う
え
、

郵
便
局
で
参
加
料
を
お
振
り
込
み
く
だ
さ

い
。
（
振
込
手
数
料
は
不
要
。
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
市
役
所
本
庁
、
各
総
合
支
所
受
付
な
ど

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
は
、
実
行
委
員
会
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）�

◆
参
加
料
　
市
内
の
人
は
八
百
円
（
高
校
生

以
下
は
無
料
）、市
外
の
人
は
千
五
百
円
。（
当

日
受
け
付
け
二
千
円
）
参
加
を
取
り
消
し
た

場
合
で
も
、
払
い
戻
し
は
い
た
し
ま
せ
ん
。�

◆
携
行
品
　
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
、
タ
オ
ル
、

健
康
保
険
証（
の
コ
ピ
ー
）な
ど
。
　�

問
い
合
わ
せ
先�

出
羽
富
士
鳥
海
ツ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク�

実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
教
育
委
員�

会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）�

〒
　
―
０
８
０
５
　
由
利
本
荘
市
油�

小
路
５
―
１�

　
　
　
―
６
２
８
７�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
―
６
６
２
４�

24
015

23

24



市企画調整課統計班�
（　24－6227）�

問い合わせ先�

８�広報ゆりほんじょう�

　
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
は
、
商
店
や
工

場
、
営
業
所
、
事
務
所
、
銀
行
、
学
校
、
旅

館
、
学
習
塾
、
病
院
、
寺
院
な
ど
、
す
べ
て

の
事
業
所
が
対
象
と
な
る
大
規
模
な
統
計
調

査
で
す
。�

　
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
名
称
お
よ
び
電
話

番
号
、
所
在
地
、
経
営
組
織
、
開
設
時
期
、

従
業
員
数
な
ど
の
基
本
的
な
項
目
を
調
査
し

ま
す
（
経
理
項
目
は
調
査
し
ま
せ
ん
）
。�

　
ま
た
、
企
業
に
つ
い
て
も
、
登
記
上
の
会�

社
成
立
年
月
、
資
本
金
等
の
額
、
常
用
雇
用

者
数
な
ど
、
企
業
全
体
に
係
る
基
本
的
な
項

目
を
調
査
し
ま
す
。�

　
統
計
調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
府
県
、

市
区
町
村
な
ど
が
こ
れ
か
ら
の
行
政
を
考
え

る
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
９
月
下
旬
か
ら
、
秋
田
県
知
事
が
任
命
し�

た
調
査
員
が
、
調
査
票
を
持
っ
て
記
入
の
お�

願
い
に
伺
い
ま
す
。
「
調
査
票
の
記
入
の
し

か
た
」
を
ご
確
認
の
上
、
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。�

　
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
後
日

調
査
員
が
受
け
取
り
に
伺
い
ま
す
。
調
査
票

を
配
付
・
回
収
す
る
調
査
員
は
「
調
査
員

証
」
を
携
帯
し
て
お
り
、
守
秘
義
務
が
課
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
記
入
内
容
は
統
計
法
に
よ

り
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。�

�

　
総
務
省
統
計
局
で
は
、
十
月
二
十
日
現
在
で�

社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調�

査
は
昭
和
五
十
一
年
の
第
一
回
調
査
以
来
五
年�

ご
と
に
実
施
さ
れ
、
今
回
で
七
回
目
に
な
り
ま�

す
。�

　
調
査
対
象
は
、
指
定
さ
れ
た
調
査
区
の
中
か�

ら
選
定
し
た
約
八
万
世
帯
の
う
ち
、
そ
の
世
帯�

に
普
段
住
ん
で
い
る
十
歳
以
上
の
世
帯
員
約
二�

十
万
人
で
す
。�

　
十
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、
調
査
員
が

調
査
世
帯
を
訪
問
し
て
、
調
査
票
の
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。�

　
な
お
、
統
計
法
に
よ
り
、
記
入
し
て
い
た
だ�

い
た
調
査
票
の
内
容
を
他
に
漏
ら
し
た
り
、
統

　
計
を
作
成
す
る
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と

　
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
記
入
内
容
は�

　
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
あ
り
の
ま
ま
を
ご
記
入�

　
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。�

平成18年　社会生活基本調査�

平成18年  事業所・企業統計調査�

調査期日�

調査期日�

現在�

現在�

県調査統計課�
人口・教育統計班�
（　018－860－1258）�
市企画調整課統計班�
（　24－6227）�

問い合わせ先�

９� 広報ゆりほんじょう�

　
安
全
で
お
い
し
い
地
元
の
特
産
品
「
秋

田
由
利
牛
」
を
堪
能
し
、
味
覚
の
秋
を
満

喫
し
ま
せ
ん
か
。
お
い
し
い
牛
肉
を
そ
の

場
で
味
わ
う
野
外
焼
き
肉
コ
ー
ナ
ー
や
、

市
価
よ
り
お
得
な
即
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

こ
の
機
会
に
「
秋
田
由
利
牛
」
を
存
分
に

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。�　「秋田由利牛堪能まつり」

会場で、ボランティアスタッ
フとしてお手伝いしてくれる
方を募集します。�

ボランティアスタッフ�

昨年も大盛況�

募 集 !!

　
１０
月
１５
日
　�

　
　
開
会
式
　
　
　
午
前
１０
時
〜�

　
　
各
コ
ー
ナ
ー
　
午
前
１０
時
３０
分
〜�

�

　
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル  

ぽ
ぽ
ろ
っ
こ�

　
敷
地
内
「
交
流
広
場
」（
大
内
地
域
）�

�

　
◎
そ
の
場
で
味
わ
う「
焼
肉
コ
ー
ナ
ー
」�

　
◎
秋
田
由
利
牛
（
ス
テ
ー
キ
肉
、バ
ラ

　
　
肉
ス
ラ
イ
ス
）の
「
即
売
コ
ー
ナ
ー
」�

　
※
秋
田
由
利
牛
は
十
分
に
ご
用
意
し

　
　
て
お
り
ま
す
が
、
売
り
切
れ
の
場

　
　
合
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。�

�

　
秋
田
由
利
牛
堪
能
ま
つ
り
実
行
委
員

　
会
事
務
局
（
大
内
総
合
支
所
産
業
課

　
内
　
　
―
２
２
１
６
）�

と
　
き�

と
こ
ろ�

内
　
容�

問
い
合
わ
せ
先�

６５�
1

△
�△
�

△
�

募集人数　１０人�
対　　象　高校生以上�
※未成年の方は、保護者の�
許可が必要です。�
作業内容　�
秋田由利牛等の販売補助、�
または焼肉の鉄板掃除�

◆申し込み・問い合わせ先�

秋田由利牛堪能まつり�
　　実行委員会事務局�
（大内総合支所産業課内�
　　　　　　 65－2216）�1

●由利地域男女共同参画アクションフォーラム�

　
県
由
利
地
域
振
興
局
で
は
、

「
は
じ
め
よ
う
！
『
女
性
が

活
き
る
』
職
場
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
由
利
本
荘
市
、

に
か
ほ
市
と
共
催
で
、
男
女

共
同
参
画
ア
ク
シ
ョ
ン
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。�

　
講
演
や
事
例
発
表
を
通
じ
、

女
性
や
男
性
が「
活
き
活
き
」

と「
働
き
続
け
ら
れ
る
」職
場

づ
く
り
に
つ
い
て
、
み
な
さ

ん
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？�

（日）�

開
催�

！�！�

●
と
　
き
　
　
十
月
十
四
日
　
　
午
後
一
時
三
十
分
〜
四
時�

●
と
こ
ろ
　
　
に
か
ほ
市
総
合
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ス
マ
イ
ル
」�

●
内
　
容�

【
講
　
　
演
】�

　
演
題
　
「
女
性
が
ビ
ジ
ネ
ス
で
活
躍
す
る
新
た
な
時
代
が
始
ま
っ
た
」�

　
　
　
　
　
　
〜
「
女
性
が
働
き
や
す
い
会
社
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
　
」
か
ら�

　
　
　
　
　
　
　 

見
え
て
く
る
も
の
〜�

　
講
師
　
麓
　
幸
子
さ
ん
（
『
日
経
ウ
ー
マ
ン
』
副
編
集
長
・
大
館
市
出
身
）�

【
事
例
発
表
】�

　
地
域
で
積
極
的
に
頑
張
っ
て
い
る
企
業
の
方
々
に
よ
る
活
動
事
例
の
発
表�

　
・
菊
地
建
設
株
式
会
社
（
由
利
本
荘
市
）�

　
・
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険
株
式
会
社
秋
田
支
社
本
荘
支
部
（
由
利
本
荘
市
）�

　
・
丸
大
機
工
株
式
会
社
（
に
か
ほ
市
）�

●
入
場
料
　
　
無
料
　
　
託
児
も
行
い
ま
す
（
予
約
制
）�

●
申
込
締
切
　
十
月
五
日
　
　
※
託
児
の
必
要
な
方
は
十
月
二
日
　
ま
で�

※
詳
し
く
は 

県
由
利
地
域
振
興
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　（http://w
w
w
.pref.akita.lg.jp

/yurikenm
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

�

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先�

　
　
県
由
利
地
域
振
興
局 

地
域
企
画
課
（
　
　
―
５
４
３
２
）�

　
　
市
共
同
参
画
交
流
課
（
　
　
―
６
２
３
５
）�

（土）�
（木）�

（月）�

１００�

２２�
1

２４�
1

ふ
も
と�

講
演
を
行
う
麓
さ
ん�

い
　
　
　
い�
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イ
ベ
ン
ト
の
最
後
を
飾
っ
た
の

は
「
わ
ら
び
座
公
演
」。
五
人
の

団
員
が
繰
り
広
げ
る
歌
あ
り
踊
り

あ
り
の
楽
し
い
舞
台
に
、
会
場
の

盛
り
上
が
り
も
最
高
潮
。
笑
顔
で

公
演
に
見
入
る
、
ち
ょ
っ
と
日
焼

け
し
た
観
客
の
横
顔
は
、
こ
の
日

一
日
の
楽
し
さ
を
物
語
っ
て
い
る

か
の
よ
う
で
し
た
。

　

会
場
で
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
出
店
の
ほ

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
が
大
人
気
。
中

で
も
、
岩
城
地
域
で
養
殖
さ
れ
て
い
る
特
産
品

の
ヒ
ラ
メ
ま
る
ご
と
一
匹
が
賞
品
の
「
ヒ
ラ
メ

釣
り
大
会
」
で
は
、
参
加
者
が
ヒ
ラ
メ
型
の
引

換
券
を
狙
っ
て
神
経
を
集
中
。
繊
細
な
竿
さ
ば

き
が
要
求
さ
れ
る
中
、
見
事
す
べ
て
の
引
換
券

が
釣
り
上
げ
ら
れ
、
周
囲
か
ら
拍
手
が
沸
き
起

こ
り
ま
し
た
。

　

道
の
駅
岩
城
の
ふ
れ
あ

い
交
流
広
場
を
会
場
に
、

今
年
で
六
回
目
と
な
る

「
岩
城
ふ
れ
あ
い
港
ま
つ

り
」
が
八
月
二
十
六
日
行

わ
れ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ

た
約
三
千
人
の
参
加
者
で

終
日
大
に
ぎ
わ
い
と
な
り

ま
し
た
。

ヒ
ラ
メ
引
換
券
を
狙
っ
て
…

　本荘地域北内越地区にある東光

山。赤田五峰山の中でも、赤田長

谷寺の開祖・是山禅師が薬師如来

を安置した霊山として名高いこの

山では、例年９月１日の登山が地

域の恒例行事となっています。今

年は総勢６１人が参加して、標高

５９２�の山頂を目指しました。

　５合目の毘沙門堂で長谷寺の浅

田住職から講話を聞き、是山禅師

以来およそ２３０年という長い歴史

に想いを馳せながら山頂へ。

　心地よい汗を流しながら全員が

無事登頂し、郷土の歴史と自然を

満喫した１日となりました。

オープニングの
「貝沢からうすからみ」

次々に披露され、会場から盛ん

な拍手が送られました。また、

続く第２部では、民謡界で活躍

する「浅野フレッシュ３人娘」

の浅野江里子さん、晴香さん、

婦美子さんをゲストに迎え「特

別民謡ショー」を開催。いずれ

も見事な声量と巧みな節回しで

観客を魅了していました。「猿倉人形甚句」

　第４８回鳥海郷土芸能発表会が８月２７日、

紫水館で開かれ、およそ４００人が地域に伝

わる民俗芸能を堪能しました。　

　発表会は、市無形民俗文化財「貝沢から

うすからみ」の笛や太鼓、唄に合わせた独

特の活発な舞で幕開け。開会のあいさつに

立った鈴木説雄・郷土芸能保存会会長は

「鳥海地域の芸能は獅子舞や番楽、民謡や

踊りなど幅広い。先人に感謝しつつ、後世へしっかり伝えていけ

るよう努力したい」と語りました。　

　ステージでは、地域に伝わる芸能を中心に２０を超える演目が

躍動的な「わらび座公演」

山
頂
か
ら
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
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「
き
て
、
み
て
、
ふ
れ
て
…
生
涯
学
習
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
「
第
八
回
生
涯
学
習
市
民
の
つ
ど
い
」
が
八
月
二
十
七
日

開
催
さ
れ
、
地
域
住
民
ら
約
七
百
七
十
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
つ
ど
い
は
、
生
涯
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も

に
、
市
民
に
生
涯
学
習
を
体
験
す
る
機
会
を
設
け
よ
う
と
、

由
利
地
域
で
二
年
に
一
度
行
わ
れ
て
い
る
催
し
。
主
会
場
と

な
っ
た
善
隣
館
に
は
、
生
涯
学
習
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
が
趣

向
を
凝
ら
し
た
抹
茶
、
書
道
、
凧
づ
く
り
、
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ

サ
リ
ー
、
写
真
、
陶
芸
な
ど
の
多
彩
な
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
や
家
族
連
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な
生
涯
学

習
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
優
雅
な
琴
の
音
色
や
コ
ー
ラ
ス
の
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
に
、
思
わ
ず
一
緒
に
口
ず
さ
む
参
加
者
も
見
ら
れ
た

「
ミ
ニ
見
に
発
表
会
」
や
、
由
利
地
域
婦
人
会
に
よ
る
「
愛

情
お
に
ぎ
り
」「
愛
情
焼
き
そ
ば
」
が
自
慢
の
「
ゆ
り
ち
ゃ

ん
食
堂
」
も
大
好
評
。
Ｂ
＆
Ｇ
由
利
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
カ
ヌ
ー
、 
涌 
く
わ
く
卓
球
、 
涌 
く
わ
く
バ

わ 

わ

レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設
け

ら
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
多
彩
な
生

涯
学
習
に
触
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

な
か
な
か
の
お
点
前
（
抹
茶
コ
ー
ナ
ー
で
）

　
　
「
星
や
宇
宙
に
興
味
を
持
つ
人

を
一
人
で
も
増
や
せ
た
ら
」
そ
ん

な
願
い
を
込
め
て
続
け
ら
れ
て
い

る
「
ス
タ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ　

あ
ｉｎ

き
た
」。
第
十
七
回
か
ら
は
毎
年
、

南
由
利
原
高
原
青
少
年
旅
行
村
の

天
体
観
測
施
設
「
コ
ス
モ
ワ
ー
ル

ド
」
を
会
場
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

第
十
九
回
と
な
る
今
年
は
九
月
二

日
、
親
子
連
れ
な
ど
約
三
百
人
が
、

星
の
降
る
里
で
夜
空
を
見
上
げ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空

と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
雲

間
に
輝
く
星
を
望
遠
鏡
で
探
し
な

が
ら
、
夏
か
ら
秋
の
星
座
を
観
察
。

こ
と
座
の
「
ベ
ガ
」
と
わ
し
座
の

「
ア
ル
タ
イ
ル
」、
は
く
ち
ょ
う

座
の
「
デ
ネ
ブ
」
の
三
つ
を
結
ぶ

と
現
れ
る
「
夏
の
大
三
角
」
や
、

Ｊ
の
形
に
星
が
並
ぶ
さ
そ
り
座
な

ど
、
実
行
委
員
会
の
説
明
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
星
座
や

星
を
眺
め
、
星
空
の
ロ
マ
ン
に
浸

り
ま
し
た
。

　今年で４回目を迎えた「由利本荘ド

リンクテーリング」（由利本荘市社交

飲食同業組合主催）が９月２日行われ、

約１，１００人が参加して、ほろ酔い気分

のはしご酒を楽しみました。

　午後９時までにコースごとに指定さ

れた４店と自由に選択した１店の計５

店を回ってゴールすると、抽選で豪華

景品が当たるというこの企画。友達や

職場グループ、夫婦などで参加する人

が多く、ガイドマップを片手にワイワ

イと歩く人々の姿が街中にあふれまし

た。この日の参加店はどこも大にぎわ

い。楽しい夜を祝う「かんぱーい�」

の声が響いていました。

友人や夫婦で連れだって「かんぱーい�」



　由利・西目・本荘・大内で開かれていた大会を統合し、市サッカー協会が主催した第１回市
　少年サッカーフェスティバル（20日）。県内外からＵ－12（６年生以下）に27チーム、Ｕ－10　
　（４年生以下）に17チームが参加。Ｕ－12／　由利グランドブレイブリー（由利地域）、　外
　旭川ＲＪサッカースポーツ少年団（秋田市）、　エスポルチ秋田（秋田市）、今宿少年サッ
　カークラブ（横浜市）　Ｕ－10／　土崎ＦＣジュニア（秋田市）、　ＡＦＣユーニアンＪｒ．（秋
　田市）、　西目サッカースポーツ少年団（西目地域）、大曲レッドファイヤーズ（大仙市）

　13チームが熱戦を展開した「市婦人家庭
　バレーボール大会」(27日、本荘体育館)
　ゴムボールの部／　館（本荘）、　松美町
　(本荘）、　西目　ビニールボールの部／
　　北内越Ａ（本荘）、　和ピョン（本荘）、
　　亀田、上川大内 

…………………………………………………………………………………………………………………………………………………�

　男女23チームが熱戦を展開した全日本ローラーホッケー選手権大会（24日、市総合体育館）
　「遺作二人展」で高橋四郎平翁の書と新田正雄翁の彫刻をじっくりと鑑賞（17日、直根公民
　館）
　畜産センターで粗彫りなどを行った「彫刻に親しむセミナー」（10日、大内地域）
　県内の高校生が参加し測量競技大会が開催されました（25日、シーガル）
　「鳥海ダムの建設を促進する市民の会」が鳥海町百宅のダム予定地を見学しました（28日）
　８月30日・31日に行われた「芸術鑑賞教室」の舞台（本荘文化会館）

　
二
日
に
梅
雨
明
け
し
た
後
、
真
夏
日
が
二
十

日
ほ
ど
、
熱
帯
夜
も
一
週
間
に
わ
た
っ
た
八
月
。

長
雨
の
後
は
一
転
し
て
厳
し
い
残
暑
の
連
続
で

し
た
。�

　
県
北
な
ど
で
は
大
雨
に
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
し
た
が
、
由
利
本
荘
市
は
お
お
む
ね
好
天

に
恵
ま
れ
、
”
夏
の
暑
さ
に
も
負
け
ず
“
、
各

地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
皆
さ
ん
も
思
い
出
に
残
る
夏
を
過
ご
さ
れ
ま

し
た
か
？�
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● 

ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う 

―
―
―
―
― 

８
月�

写真で綴る　平成18年の夏�

　「ぱいんすぱ新山」は
うちから近くて便利だか
ら、夜によく来ますヨ。
あったまるし、湯冷めし
なくてたいしたいいです
ナ。私は足と腰が悪いん
だけども、ここのお湯に
入った日はとても調子が
いいのよナ～。これから
も利用します。�

ぱいんすぱ新山はたいしたいい湯です�

入湯者10万人目の�
　阿部  アユさん�
　　　　　（石脇）�

　本海番楽は鳥海山信仰
から授かった貴重な文化
遺産。そこから始まり、
行政などが力を注いで保
存に努めてきました。伝
承には、観客の皆さんが
大事な存在です。大勢の
来場が伝承に向けて行政
を動かすパワーとなり、
予算などの確保につなが
るものと思います。�

大勢の来場が文化遺産を守る力に�

　松田  　訓さん�
本海番楽伝承者懇�
話会会長�
　　（鳥海町平根）�

　橋本五郎さんをテレビ
で見て、興味を持ち、講
演を聴きに来ました。福
祉の一つ一つが政治と密
接につながっていること
を改めて感じました。次
期の内閣総理大臣に誰が
ふさわしいのか、私なり
にもう一度考えてみたい
とも思いました。�

福祉は政治と密接につながっている�

　花島  頼子さん�
　　（鳥海町下野）�

※取材を通し、コメントをおうかがいしました。�

つづ�
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会　場　由利本荘市ソフトボール場
　　　　由利運動公園ソフトボール場
　　　　矢島多目的運動広場
ご来場の方法　
　由利本荘市ソフトボール場と矢島多目的運
動広場へは、駐車場が確保できないため、自
家用車でのご来場ができません。　　
　下記専用駐車場からシャトルバスを運行い
たしますのでご利用ください。
（専用駐車場）
○由利本荘市ソフトボール場へは
　①ＪＡ秋田しんせい本所駐車場
　②県立大学駐車場
○矢島多目的運動広場へは
　①日新館駐車場
　②矢島総合支所駐車場
※由利運動公園ソフトボール場には周辺に駐
　車場を用意しています。直接ご来場ください。
※本荘会場、矢島会場への徒歩、自転車、バ
　イクでのご来場は可能です。

　　女子ソフトボール日本代表選手がやってくる�
～第５８回全日本総合女子ソフトボール選手権大会（９月２２日～２４日）～
　第１１回世界女子選手権大会（中国北京市：８／２７～９／５）で準優勝を果たした女子ソフトボール日本代表の選
手が、それぞれの所属チームに戻り、本市を会場に秋田わか杉国体リハーサル大会として行われる第５８回全日本総
合女子ソフトボール選手権大会で日本一の座を争います。
　女子ソフトボール世界トップレベルのプレーを、この機会に多くの市民の皆さまもご観戦ください。

第58回全日本総合女子ソフトボール選手権大会組合せ表�
（秋田わか杉国体ソフトボール競技リハーサル大会）�

会期� 平成18年９月22日（金）～24日（日）　　予備日25日（月）�

第１日�
９月22日（金）�

第２日目�
９月23日（土）�

第３日目�
９月24日（日）�

１ 日立＆ルネサス高崎　群馬県�

２ 三　　洋　　島　　根　島根県�

３ 浅 井 学 園 大 学　北海道�

４ 松　下　電　工　津　三重県�

５ 太　　陽　　誘　　電　群馬県�

６ 大和電機工業株式会社　長野県�

７ 伊　　予　　銀　　行　愛媛県�

８ ホ　　　ン　　　　ダ　栃木県�

９ 日立ソフトウエア　神奈川県�

10 平　　林　　金　　属　岡山県�

11 レ オ パ レ ス 21　東京都�

12 オ ー ル ウ エ ー ブ　鹿児島県�

13 Ｙ　　　 Ｋ　　　 Ｋ　富山県�

14 福　　岡　　大　　学　福岡県�

15 ト ヨ タ 自 動 車　愛知県�

16 清　　和　　大　　学　千葉県�

17 ア　ル　パ　イ　ン　福島県�

18 戸 田中央総合病院　埼玉県�

19 靜 甲 株 式 会 社　静岡県�

20 株 式会社デンソー　愛知県�

21 東　芝　北　九　州　福岡県�

22 湘 南 ベ ル マ ー レ　神奈川県�

23 大　　鵬　　薬　　品　徳島県�

24 大 阪 大 谷 大 学　大阪府�

25 ブ ル ー ウ イ ン　茨城県�

26 シ オ ノ ギ 製 薬　兵庫県�

27 佐 川急便株式会社　大阪府�

28 日 立 マ ク セ ル　京都府�

29 東 京女子体育大学　東京都�

30 Ｏ　Ｌ　Ｉ　Ｖ　Ｅ　香川県�

31 富　　士　　大　　学　岩手県�

32 株式会社豊田自動織機　愛知県�

　 Ａ－１ ９:00�

　　　　　　　　 　 Ａ－２ 11:00�

　 Ａ－２ 11:00�

　　　　　　　　　　　　　 　 Ａ－３ 13:00�

　 Ａ－３ 13:00�

　　　　　　　　 　 Ａ－１ ９:00�

　 Ａ－４ 15:00�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｂ－１ ９:00�

　 Ｂ－１ ９:00�

　　　　　　　　 　 Ｂ－２ 11:00�

　 Ｂ－２ 11:00�

　　　　　　　　　　　　　 　 Ｂ－３ 13:00�

　 Ｂ－３ 13:00�

　　　　　　　　 　 Ｂ－１ ９:00�

　 Ｂ－４ 15:00�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ－２ 12:00�

　 Ｃ－１ ９:00�

　　　　　　　　 　 Ｃ－２ 11:00�

　 Ｃ－２ 11:00�

　　　　　　　　　　　　　 　 Ｃ－３ 13:00�

　 Ｃ－３ 13:00�

　　　　　　　　 　 Ｃ－１ ９:00�

　 Ｃ－４ 15:00�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ａ－１ ９:00�

　 Ｄ－１ ９:00�

　　　　　　　　 　 Ｄ－２ 11:00�

　 Ｄ－２ 11:00�

　　　　　　　　　　　　　 　 Ｄ－３ 13:00�

　 Ｄ－３ 13:00�

　　　　　　　　 　 Ｄ－１ ９:00�

　 Ｄ－４ 15:00

Ｄ球場：矢島多目的運動広場�Ｃ球場：由利運動公園ソフトボール場�
Ｂ球場：由利本荘市ソフトボール場Ｂ�Ａ球場：由利本荘市ソフトボール場Ａ�

開会式のご案内

△

と　き　９月２１日�　午後４時△

ところ　本荘公園正面広場
※雨天時はアクアパルで行いますが、この
　場合、一般の方々の入場はご遠慮願います。

�

�

�

�

����������������������

����������������������

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

シャトルバス運行時刻について

◎本荘会場
・ＪＡ本所発市ソフトボール場行き
　　【７：３０～１２：００】毎時００分、３０分
　　【１２：５０～１７：５０】毎時２０分、５０分
　会場までは約５分間です。
・県立大学発市ソフトボール場行き
　　【７：４０～１１：４０】毎時００分、２０分、４０分
　　【１２：４０～１７：２０】毎時００分、２０分、４０分
　会場までは約１０分間です。

◎矢島会場
・矢島総合支所発　日新館経由
　　　　　　　　　矢島多目的運動広場行き
　　【８：２０～１７：３０】支　所　発：毎時２０分
　　　　　　　　　　日新館発：毎時３０分
　会場までは日新館より約１０分間です。
※帰りの時刻については各会場、または駐車
　場でご確認ください。

矢島多目的運動広場�矢島多目的運動広場�

至
鳥
海�

●矢島総合支所�

●日新館�

やしま�

上野由岐子投手（日立＆ルネサス
高崎）の豪快な投球　　　　　　

矢　島　会　場

由利本荘市�
 ソフトボール場�
由利本荘市�
 ソフトボール場�

至
東
由
利�

由利運動公園�
ソフトボール場�
由利運動公園�
ソフトボール場�

由　利　会　場

本　荘　会　場
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　◎本荘図書館　�２２－４９００
・秋の森の奇跡　　　　　　　　林　真理子
・象の背中　　　　　　　　　　秋元　　康
・オシムの言葉
　－フィールドの向こうに人生が見える－　木村　元彦
・脱北者　　　　　　　　　　　韓　　元彩
・在日一世　　　　　　　　　　李　　朋彦
・私という病　　　　　　　　　中村うさぎ
・芭蕉年譜大成　新装版　　　　�　　榮藏
・芭蕉書簡大成　改訂版　　　　�　　榮藏
・リベンジは頭脳で　　　シドニィ・シェルダン
・落葉同盟　　　　　　　　　　赤川　次郎
・犯罪被害者の声が聞こえますか　東　　大作

　◎岩城図書館　�７３－３６７３
・明日の記憶　　　　　　　　　荻原　　浩
・天気図の使い方と楽しみ方　　新田　　尚
・灰色のピーターパン　　　　　石田　衣良
・初恋温泉　　　　　　　　　　吉田　修一
・美しき日本の面影　　　　　　さだまさし
・点心名人の餃子指南　　　　　茂手木　章
・新・風に吹かれて　　　　　　五木　寛之
・ひとがた流し　　　　　　　　北村　　薫
・人類の月面着陸は無かったろう論
　　　　　　　　　　　　　　　副島　隆彦
・地球温暖化論への挑戦　　　　薬師院仁志
・日本の祭り文化事典　　　　　星野　　紘
・失語症のすべてがわかる本　　加藤　正弘
・無言歌　　　　　　　　　　　赤川　次郎
・少年時代　　　　　　　　　　池永　　陽

　◎由利図書館　�５３－２１２１
・シンボル・コードの秘密
　－西洋文明に隠された異端メッセージ－
　　　　　　　　ティム・ウォレス＝マーフィー
・Ｃ . Ｓ . ルイス物語－ナルニア国の創り手－
　　　　　　　　　エレーヌ・マリー・ストーン
・ハイジに会いたい！
　－物語の背景とスイスアルプスへの旅－
　　　　　　　　　　　　　　　純丘　曜彰
・世田谷一家殺人事件－侵入者たちの告白－
　　　　　　　　　　　　　　　齊藤　　寅
・しばわんこの今日は佳き日　　川浦　良枝
・死体は切なく語る　　　　　　上野　正彦
・被爆のマリア　　　　　　　田口ランディ
・強運の持ち主　　　　　　　　瀬尾まいこ
・駆け込み交番　　　　　　　　乃南　アサ
・あやしうらめしあなかなし　　浅田　次郎
・秋の森の奇跡　　　　　　　　林　真理子
・背負い富士　　　　　　　　　山本　一刀
・日本沈没　第二部　小松　左京＋谷　　甲州
・人生はかなりピクニック　　　山崎　拓巳
・のりたまと煙突　　　　　　　星野　博美
・昭和のまぼろし－本音を申せば－　小林　信彦

　

バ
イ
ア
ス
ロ
ン
は
、
ス
キ
ー
の
距
離
競

技
と
ラ
イ
フ
ル
射
撃
を
組
み
合
わ
せ
た
二

種
目
の
複
合
競
技
で
す
。
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
で
あ
る
こ
の
競
技
に

お
い
て
、
日
本
は
世
界
で
も
メ
ダ
ル
を
ね

ら
え
る
実
力
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

バ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
見
ど
こ
ろ
は
、「
静
」

と
「
動
」、
こ
の
相
反
す
る
二
つ
の
要
素

を
い
か
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
融
合
さ
せ
る
か

に
あ
り
ま
す
。
ス
キ
ー
の
距
離
競
技
に
お

け
る
脚
力
・
ス
タ
ミ
ナ
と
、
射
撃
競
技
に

お
け
る
安
定
し
た
技
術
力
・
集
中
力
の
両

方
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

と
し
て
平
成
十
九
年
一
月
二
十
八
日�
、

「
第
二
十
三
回
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
東
北

選
手
権
大
会
」
が
、
本
番
の
冬
季
大
会
は

二
月
十
日
〜
十
三
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

真
冬
の
鳥
海
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
熱
戦
に

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

▲

 
強
靱 
な
体
力
と
精
神
力
が
要
求

き
ょ
う
じ
ん

　

さ
れ
る
バ
イ
ア
ス
ロ
ン

▲呼吸を整えて標的を狙う選手

　

休
養
宿
泊
施
設
鳥
海
荘
と
ホ

テ
ル
フ
ォ
レ
ス
タ
鳥
海
に
八
月

十
日
、
国
体
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競

技
の
歓
迎
看
板
が
設
置
さ
れ
、

行
楽
客
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
看
板
は
、
鳥
海
も
の
つ

く
り
の
会
（
佐
藤
昭
市
代
表
）

の
皆
さ
ん
が
、
お
盆
や
正
月
な

ど
、
鳥
海
地
域
を
訪
れ
る
方
々

へ
の
事
前
Ｐ
Ｒ
用
に
製
作
し
、

寄
贈
く
だ
さ
っ
た
も
の
で
す
。

特
徴
は
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
ス
ギ
ッ
チ
の
目
の
部
分
を

開
き
、
顔
を
出
し
て
記
念
写
真

が
撮
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

こ
と
と
、
真
ん
中
に
折
り
目
を

入
れ
、
立
体
的
な
仕
上
が
り
と

な
っ
て
い
る
点
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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地域情報コーナー

■第５４回子吉川はぜ釣り大会にご参加を

▽と　き　１０月１日�（小雨決行）
　　受付：午前６時～６時３０分　
　　競技：午前６時３０分～１０時
　　審査：午前１０時～１０時３０分　
　※参加費無料

▽ところ　友水公園　区域：子吉川（ＪＲ鉄橋付近～河
　　口）

▽表　彰　はぜの部および特別賞　全員に参加賞有り

▽申し込み・問い合わせ先　９月２２日�まで本荘総合支
　　所産業課または、本荘地域の釣具店

■第１９回本荘地域グラウンドゴルフ大会

▽と　き　１０月９日�　体育の日　
　　午前８時受付、９時競技開始

▽ところ　田頭多目的河川敷広場

▽参加費　１人５００円

▽申し込み・問い合わせ先　９月２８日�まで、市スポー
　　ツ振興課（�２４－６２８７）

■フィットネスジム登録講習会

▽と　き　９月２３日�　午後２時

▽ところ　アクアパル

▽定　員　２５人（先着順）

▽年会費　一般３，１５０円、学生１，５７５円（ともに税込み）
　※事前に電話等でアクアパルへ申し込みください。
■カヌー教室

▽と　き　９月２４日�　午後１時～４時

▽ところ　子吉川（アクアパル集合）

▽対　象　小学３年生以上（小学生は保護者同伴）

▽定　員　２０人（先着順）

▽参加料　５００円（保険料）

▽持ち物　タオル、着替え

▽申込期限　９月２２日�
■子吉川上流自然探訪会

▽と　き　１０月７日�　午前９時～午後４時
　　　（小雨決行、悪天候中止）

▽ところ　アクアパル集合、西滝沢水辺プラザ、鳥海山
　　祓川とブナ林

▽対　象　小学３年生以上（小学生は保護者同伴）

▽定　員　３０人（先着順）

▽参加料　無料

▽持ち物　昼食・飲み物、筆記用具

▽申込期限　１０月５日�

■リサイクル施設見学とボツメキの水環境についての学
　習会へ参加しませんか

▽と　き　１０月２日�　午前９時５０分～午後３時３０分

　※午前９時４０分由利本荘市役所前集合

▽内　容　・東由利広域リサイクル施設見学
　　　　　・八塩山ボツメキの水湧水地にて学習会
　　講　師　秋田県自然観察指導員　阿部　要さん

▽交　通　福祉バス　　 ▽服　装　歩きやすい服装

▽持ち物　昼食（道の駅「東由利」にて休憩予定）
　　雨天の場合、雨具

▽申し込み・問い合わせ先　９月２５日�まで保険料３０円
　　を添え、本荘保健センター（�２２－１８３４）まで
　※先着４０人

本 荘 地 域本 荘 地 域

健康管理課　�２２－１８３４

産業課　�２４－６３４９

スポーツ振興課　�２４－６２８７

アクアパル　�２２－５６１１

■公共施設休館日（９月下旬）

▽青少年ホーム　日曜・祝日の夜間（午後５時～）

▽日新館　１７日�

▽寿康苑　１７日�・２５日�

▽福祉会館　２４日�

矢 島 地 域矢 島 地 域

福祉会館　�５６－２２０５

■子育て講座のご案内

▽と　き　９月３０日�　午前９時３０分～１１時３０分

▽ところ　岩城図書館 視聴覚室

▽内　容　講演「少年犯罪の背景から見える乳幼児期の
　　子育ての問題点」講師：臨床心理士　石山宏央さん
　※託児を希望の方はご相談ください。

▽申し込み先　９月２０日�～２７日�まで岩城児童セン
　　ター（�７３－３６１２）へ。先着４０人

岩 城 地 域岩 城 地 域

福祉保健課　�７３－３６１２

■「鳥海山の四季」写真展
　四季折々の鳥海山を撮り続けている山内計一さん（山
形市在住・湯沢市出身）の写真展。湯沢、山形、東京な
どで個展を開きこの度、南由利原でも少しですが展示さ
せていただくことになりましたのでご案内いたします。

▽と　き　９月１６日�～３０日�
　　午前９時３０分～午後４時

▽ところ　南由利原「ペンション四季」

由 利 地 域由 利 地 域

産業課　�５３－２１１４

生涯学習課　�５６－２２０３ 寿康苑　�５６－２９４０
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地域情報コーナー

■シーガルセミナー②「秋田おもしろ歴史講座」
　受講生募集 

▽と　き　９月２７日�　午後１時３０分～ 

▽ところ　西目公民館シーガル 

▽演　題　　「秋田の古代 ～秋田城のトイレは水洗だっ
　　た…？」 

▽講　師　小松正夫さん（秋田市教育委員会文化振興室
　　長）
　　申し込みは西目公民館シーガル（�３３－２３１５）

■西目漁港まつりのご案内

▽と　き　１０月７日�　午前１０時～
▽内　容

　　・クルマエビ種苗放流（参加者募集：小学生以下の
　　　親子ペア　先着５０組　申込期限９月２９日）
　　・漁船による遊覧（当日受付：先着５０組）
　　・地引き網　　・魚つかみ取り
　　・はまなす太鼓　　・よさこい踊り
　　・海産物直売コーナー　　・軽食コーナー　他
　※遊覧および地引き網は天候により中止の場合があり
　　ます。

▽参加申し込み・問い合わせ先　西目総合支所産業課
　　　（�３３－４６１５）

西 目 地 域西 目 地 域

産業課　�３３－４６１５

■第６回市民パークゴルフ大会出場者募集�
　個人戦・団体戦の出場者を募集しています。団体戦で
出場する場合は、３～５人でチームを作りご応募くださ
い。

▽と　き　１０月９日�　体育の日
　　受付開始：午前９時
　　開会式：午前９時３０分
　　閉会式：午後１時３０分

▽ところ　八塩パークゴルフ場

▽参加料　５００円

▽申込期限　１０月５日必着（先着２４０名まで）

▽申し込み先　東由利教育事務所（�６９－２３１０）、または
　　センターハウス（�６９－２３３２）

東由利地域東由利地域

生涯学習課　�６９－２３１０

■第２７回大内ロードレース大会開催

▽と　き　１０月９日�　体育の日　午前９時３０分

▽ところ　大内公民館前

▽参加資格　大内地域在住の方

▽参加料　小・中学生２００円、高校生・一般５００円、ファ
　　ミリーの部３００円
　※詳しくは大内公民館にお問い合わせください。
■読み聞かせ教室『おはなしのへや』開催
　出羽伝承館では毎月第４土曜日におはなしのへやを開
催しています。

▽と　き　９月２３日�　午前１０時３０分～

▽ところ　出羽伝承館（児童図書コーナー）

▽問い合わせ先　出羽伝承館（�６２－０５０５）
　※読み聞かせボランティア会員も募集中です！

大 内 地 域大 内 地 域

大内公民館　�６５－２２１０

生涯学習課　�３３－２３１５

■ふるさと鳥海の会による「２００６親と子のふるさとツ
　アー」が開催されました�
　「２００６親と子のふるさとツアー」が８月１５日行われま
した。このツアーは、毎年ふるさと鳥海の会会員とその
家族を対象に行っているもので、今年は地元参加者も含
め、鳥海地域出身で現在首都圏在住の会員が多数参加し
ました。
　今回は、新しいふるさと“由利本荘市”の広大な市域
の拠点を巡りながら、ふるさとを見つめ、新たな発見と
出会えることを目的としたコース設定とされており、参
加した皆さんはそれぞれに思い出深いひとときを過ごし
ました。

鳥 海 地 域鳥 海 地 域

振興課　�５７－２２０１

☆ふるさとツアー見学施設
・鳥海山麓地区総合案内所
・本丸の館・修身館
・天鷺郷
・折渡千体地蔵
・道の駅おおうち　ぽぽろっこ
・赤田の大仏
・そば処「ももや」

�

�

�

�
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����������������
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�

　伝統工芸『天鷺ぜんまい織』に使用する糸を紡いでいると
ころを見学する会員たち（天鷺村にて）
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日
に
合
わ
せ
て
「
全
国
一
斉
司
法

書
士
法
律
相
談
」
を
行
い
ま
す
。

料
金
は
無
料
で
す
。

▽
と
き　
　

月
１
日�

１０

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

▽
と
こ
ろ　

広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

登
記
、
相
続
、
成
年
後

　

見
、
会
社
設
立
・
変
更
、
少
額

　

訴
訟
、
破
産
・
個
人
再
生
、
簡

　

易
裁
判
訴
訟
代
理
な
ど
の
法
律

　

相
談

　

料
金
は
無
料
。
事
前
の
電
話
予

約
が
必
要
で
す
。

▽
と
き　
　

月　

日�
　

午
後
１

１０

１８

　

時　

分
〜
午
後
４
時　

分

３０

３０

▽
と
こ
ろ　

鶴
舞
会
館

▽
内
容　

不
動
産
・
会
社
・
法
人

　

の
登
記
、
多
重
債
務
、
成
年
後

　

見
な
ど
の
相
談

▽
予
約
先　

司
法
書
士
総
合
相
談

　

セ
ン
タ
ー
秋
田
中
央
（�
０
１

　

８　�
　
８
２
４　�
　
０
０
５
５
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
司
法
書
士

　

会（�
０
１
８　�
　
８
２
４　�
　
０

　

１
８
７
）

　

県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は
法

の
日
に
ち
な
み
、「
無
料
登
記
相

談
」
を
行
い
ま
す
。

▽
と
き　
　

月
１
日�
　

午
前
９

１０

　

時　

分
〜
午
後
３
時　

分

３０

３０

▽
と
こ
ろ　

広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

登
記
に
関
す
る
こ
と

　

本
荘
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で

は
、
人
権
思
想
の
啓
発
活
動
の
一

環
と
し
て
、
特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
料
金
は
無
料
で
す
。

▽
と
き
・
と
こ
ろ　
　

月
３
日�

１０

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

▽
と
こ
ろ　

矢
島
福
祉
会
館

▽
内
容　

人
権
相
談
（
差
別
、
信

　

用
、
住
居
の
安
全
、
近
隣
関
係
）、

　

困
り
ご
と
（
土
地
・
建
物
の
権

　

利
や
登
記
・
賃
貸
借
、
家
族
）、

　

子
ど
も
の
人
権
（
い
じ
め
、
不

　

登
校
）
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
人
権
擁

　

護
委
員
協
議
会
（�
　
　�
　
１
２

２２

　

０
０
）

　
　

月
３
日
〜
５
日
に
開
催
さ
れ

１１
る
工
芸
品
展
へ
の
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

▽
募
集
作
品　

一
般
工
芸
品
、
木

　

工
品
、
手
芸
品
、
機
械
金
属
品

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
本
人
が

　

今
年
度
中
に
制
作
し
た
も
の

　
（
他
の
催
し
物
に
出
品
し
た
も

　

の
は
不
可
）

▽
会
場　

鶴
舞
会
館

▽
締
め
切
り　
　

月　

日�

１０

１１

▽
問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
総
合
支

　

所
産
業
課
（�
　
　�
　
６
３
４
９
）

２４

▽
募
集
作
品　

テ
ー
マ
「
私
の
人

　

生
を
変
え
た
あ
の
一
言
」

　

人
生
の
岐
路
に
立
っ
た
時
、
あ

　

の
人
の
あ
の
言
葉
が
勇
気
を
与

　

え
、
生
き
方
が
変
わ
っ
た　�
　
そ

　

ん
な
言
葉
を
募
集
し
ま
す
。　
６０

　

字
以
内
の
言
葉
と
、
そ
の
時
の

　

状
況
を　

字
以
内
で
記
述
し
て

４００

　

く
だ
さ
い
。

▽
応
募
資
格　

制
限
な
し

▽
応
募
数　

一
人
何
点
で
も
可

▽
表
彰　

東
井
義
雄
賞
５
編
（
３

　

万
円
と
記
念
品
）、
秀
作　

編
１０

　
　
（
１
万
円
）、特
別
賞　

編
と
佳

１０

　

作　

編
に
記
念
品
、
ほ
か
各
賞

７５

　

に
賞
状 

▽
締
め
切
り　
　

月
２
日�

１０

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

兵
庫
県
豊
岡
市
教
育
委
員
会
但

　

東
分
室
内
「
東
井
義
雄
い
の
ち

　

の
こ
と
ば
募
集
係
」　

〒　
　�６６８

　

０
３
９
３　

兵
庫
県
豊
岡
市
但

　

東
町
出
合　
１５０

　
�
０
７
９
６　�
　　
　�
　
１
０
２
０
、

５４

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
６　�
　　
　�
　
１
０

５４

　

２
５
、
電
子
メ
ー
ル　tantou-

kyouiku@
city.toyooka.lg.jp

　
　

月
１
日
か
ら
の
公
証
週
間
に

１０
ち
な
み
、
電
話
相
談
を
開
設
し
ま

す
。

▽
内
容　

相
続
・
遺
言
、
任
意
後

　

見
、
離
婚
給
付
、
認
知
症
高
齢

　

者
の
財
産
の
保
護
や
管
理
の
問

　

題
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

▽
と
き　
　

月
７
日�
、
８
日�

１０

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
電
話　

０
１
８　�
　
８
６
４　�
　
０

　

８
５
０
、
０
１
８　�
　
８
２
４　�
　

　

０
５
６
１

　

秋
田
公
証
人
合
同
役
場

　

秋
田
県
司
法
書
士
会
で
は
法
の

市
工
芸
品
展
へ
の
作
品
を
募
集

兵
庫
県
豊
岡
市
・
東
井
義
雄
賞　

　
「
い
の
ち
の
こ
と
ば
」
作
品
募
集

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
の

無
料
相
談
会　
　
　
　
　
　
　
　

公
証
人
投
場　
　
　
　
　

無
料
電
話
相
談
を
開
設　

　
「　

月
１
日
・
法
の
日
」　　

１０
司
法
書
士
・
無
料
法
律
相
談

土
地
家
屋
調
査
士
会　
　
　
　

　
「
無
料
登
記
相
談
」
行
い
ま
す

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

物品払い下げのお知らせ物品払い下げのお知らせ
　市では、次により物品の払い下げを行います。
購入をご希望の方は説明会においでください。
○品名　日野２９人乗りバス
　　　　　　　　　（車検満了日　本年８月３１日）
○排気量　３．８３Ｌ
○年式　平成５年式（走行距離　２１万１，４５８㌔）
○最低売却価格　２０万円
○説明会　日時／９月２９日�　午前１０時
　　　　　場所／東由利総合支所　第１会議室
○品名　日産アトラスＷキャブ
　　　　　（車検満了日　本年８月２５日）
○排気量　２．６６Ｌ
○年式　平成６年式（走行距離　１９万４，８３０㌔）
○最低売却価格　１万円
○説明会　日時／９月２９日�　午後１時３０分
　　　　　場所／由利総合支所　第２会議室
○入札日　日時／１０月６日�　午前９時３０分
　　　　　場所／市役所第８会議室
○問い合わせ先
　市総務部管財課（�２４－６２６２）

市有財産の売り払い入札日時を変更します市有財産の売り払い入札日時を変更します
　本紙９月１日号でお知らせしました、市所有
財産（由利本荘市本田仲町７４番　宅地　４８９．８１
平方メートル）にかかる一般競争入札による売
り払いについて、入札執行日時を次のとおり変
更します。
○入札執行日時
　９月１９日�　午後１時３０分～（入札手続きは
午後１時２０分までとし、郵便による入札は認め
られません）
　なお、入札執行場所は、市役所第８会議室
（５階）で変わりません。
○問い合わせ先
　本荘総合支所振興課庶務班（�２４－６２６３）
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県
で
は
、
地
域
資
源
で
あ
る
温

泉
を
活
用
し
た
高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
次
に
よ

り
「
温
泉
健
康
元
気
ア
ッ
プ
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

▽
と
き　
　

月　

日�
　

午
後
２

１０

１８

　

時　

分　

受
付
開
始

１５

▽
と
こ
ろ　

鶴
舞
温
泉

▽
対
象　

お
お
む
ね　

歳
以
上
の

６５

　

人　

先
着　

人
３０

▽
内
容　

温
泉
療
法
医
に
よ
る
健

　

康
講
話
と
温
泉
入
浴

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
し
込
み
締
め
切
り　
　

月　
１０

１１

　

日�
※
申
込
書
は
県
由
利
地
域
振
興
局

福
祉
環
境
部
ま
た
は
市
長
寿
支
援

課
、
健
康
管
理
課
、
各
総
合
支
所

窓
口
で
用
意
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
高
齢
者
健

　

康
づ
く
り
推
進
チ
ー
ム
（�
０

　

１
８　�
　
８
６
０　�
　
１
３
２
６
）

▽
と
き　
　

月
７
日�

１０

　

午
前　

時
〜
正
午

１０

▽
と
こ
ろ　

鶴
舞
会
館
（
講
堂
）

▽
対
象　

親
と
子
、
祖
父
母
と
孫

　

な
ど
、
ど
な
た
で
も

▽
内
容　

自
由
遊
び
、
絵
本
読
み

　

聞
か
せ
な
ど

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
　

月
２
日�
ま
で
、
市
社
会
福

１０

　

祉
協
議
会
本
荘
支
所
ま
で
（�

　
　
　�
　
３
６
３
４
）

２４

　

市
で
は
、
武
力
攻
撃
事
態
な
ど

の
際
に
国
民
の
生
命
、
身
体
お
よ

び
財
産
を
保
護
す
る
た
め
、
武
力

攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保

護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律

（
国
民
保
護
法
）
の
規
定
に
よ
り

「
由
利
本
荘
市
国
民
保
護
計
画

（
素
案
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
素
案
に
つ
い
て
、
次
に
よ
り

あ
な
た
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間　

９
月　

日�
〜　

１５

１０

　

月　

日�
１０

▽
素
案
の
閲
覧
場
所　

市
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
市
役
所
総

　

務
部
総
務
課
、
各
総
合
支
所
振

　

興
課
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
意
見
提
出
方
法

　

郵
送
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、電
子
メ
ー

　

ル
、
閲
覧
窓
口
で
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。
様
式
は
問
い
ま
せ
ん

　

が
住
所
、
氏
名
を
明
記
し
て
く

　

だ
さ
い
。
な
お
、
電
話
で
の
ご

　

意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

◎
郵
送
先　

〒　
　�
　
０
５
０
１　

０１５

　

国
際
教
養
大
学
で
は
、
留
学
生

を
週
末
な
ど
に
短
期
滞
在
さ
せ
る

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
く
だ
さ
る
家
庭
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

条
件
は
①
国
際
交
流
、
教
育
に

関
心
が
あ
り
、
無
償
で
留
学
生
を

受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
、

②
国
際
教
養
大
学
ま
で
送
迎
が
で

き
る
こ
と
、
③
ご
家
族
全
員
の
了

承
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
で
す
。

日
本
語
が
話
せ
る
学
生
も
お
り
ま

す
の
で
、
外
国
語
能
力
は
必
ず
し

も
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

受
け
入
れ
を
お
考
え
い
た
だ
け

る
方
は
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
案
内
と
申
込
書
を
お
送
り
い

た
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
締
め
切
り　
　

月
６

１０

　

日�
▽
連
絡
先　

国
際
教
養
大
学
教
務

　

課　

留
学
支
援
班
（
担
当
／
須

　

田
・
桜
田
）

　
�
０
１
８　�
　
８
８
６　�
　
５
９

　

３
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８　�
　
８
８

　

６　�
　
５
９
１
０

　

電
子
メ
ー
ル　
 studyabroad@

aiu.ac.jp

▽
と
き
・
内
容

　
　

月　

〜　

日
／
パ
ソ
コ
ン
基

１０

１２

１３

　

礎
（
初
心
者
）、　

月　

〜　

日

１０

１６

１７

　

／
パ
ソ
コ
ン
基
礎
（
初
心
者
）、

　
　

月　

〜　

日
／
イ
ン
タ
ー

１０

１９

２０

　

ネ
ッ
ト
活
用
（
経
験
者
）

▽
時
間　

２
日
間
、
午
前
９
時　
３０

　

分
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

本
荘
由
利
地
域
職
業

　

訓
練
セ
ン
タ
ー

▽
定
員　
　

人
１０

▽
受
講
料　

各
コ
ー
ス　

３
千
円

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

本
荘
由
利
職
業
訓
練
協
会
（�

　
　
　�
　
５
５
０
２
）

２３

　
　

月
３
日
〜
５
日
に
開
催
さ
れ

１１
る
発
明
工
夫
展
へ
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

▽
募
集
部
門　

発
明
工
夫
の
部
、

　

特
許
の
部
、
廃
品
利
用
の
部

▽
対
象　

市
内
在
住
の
方
、
学
生
、

　

生
徒
、
児
童
、
教
職
員

▽
会
場　

鶴
舞
会
館

▽
締
め
切
り　
　

月　

日�

１０

１１

▽
問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
由
利
発

　

明
振
興
協
会
事
務
局
（
本
荘
総

　

合
支
所
産
業
課
内�
　
　�
　
６
３

２４

　

４
９
）

温
泉
健
康
元
気
ア
ッ
プ
教
室

子
育
て
サ
ロ
ン
「
な
か
ま
っ
子
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す　
　
　
　

市
国
民
保
護
計
画
（
素
案
）
に

つ
い
て
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

由
利
本
荘
市
尾
崎　

番
地　

市

１７

　

総
務
部
総
務
課
国
民
保
護
担
当

◎
フ
ァ
ッ
ク
ス　

　
　
（
０
１
８
４
）　
　�
　
３
２
２
６

２３

◎
電
子
メ
ー
ル　

soum
u@
city.

yurihonjo.akita.jp

▽
そ
の
他　

意
見
な
ど
を
提
出
さ

　

れ
た
方
の
住
所
、
氏
名
は
公
表

　

し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
提
出
さ
れ

　

た
意
見
な
ど
に
対
し
て
個
別
に

　

回
答
す
る
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
総
務
課（�

　
　
　�
　
３
３
２
１
）

２４

人の動き　　　　
　（８月末日現在・住民基本台帳）
人　口　　　　８９，９０８人　
　男　　　　４３，０９７人　
　女　　　　４６，８１１人　
世帯数　　　２９，９４２世帯

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
参
加
家
庭　

　
（
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
）
募
集

参
加
し
ま
せ
ん
か　
　
　

パ
ソ
コ
ン
講
習
会　
　
　

市
商
工
祭
「
本
荘
由
利
発
明

工
夫
展
」
へ
の
作
品
を
募
集
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の
感
染
症
で
す
。

　

こ
こ
数
年
の
わ
が
国
の
結
核
感

染
の
現
状
を
見
る
と
、
年
間
約
３

万
人
が
新
規
患
者
と
な
り
、
約
２

千
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
由
利

本
荘
保
健
所
管
内
だ
け
で
も
昨
年

は　

人
が
発
症
し
、
１
人
が
亡
く

２１
な
っ
て
い
て
、
引
き
続
き
十
分
な

注
意
が
必
要
で
す
。

　

県
内
で
は
新
規
登
録
患
者
の
う

ち
、　

歳
以
上
を
占
め
る
割
合
が

７０

　

％
で
、
全
国
平
均　

％
に
比
べ

６１．２

４３．９

て
高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
結

核
に
か
か
ら
な
い
よ
う
、
規
則
正

し
い
生
活
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
や
十
分
な
睡
眠
を
心
が
け
、
結

核
菌
に
負
け
な
い
体
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

　

結
核
の
初
期
症
状
は
、
風
邪
と

よ
く
似
て
い
ま
す
。
咳
や
タ
ン
、

微
熱
、
胸
の
痛
み
な
ど
の
症
状
が

２
週
間
以
上
続
い
た
ら
、
必
ず
医

療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
年
に
一
度
は
胸
部
総
合

検
診
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）
を
受

け
、
結
核
に
か
か
っ
て
い
な
い
か

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
「
正
し
い
知
識
こ
そ
が
、
結
核

対
策
の
第
一
歩
」
で
す
。
こ
の
機

会
に
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

　

石
綿
障
害
予
防
規
則
が
改
正
さ

れ
、
９
月
１
日
か
ら
、
石
綿
（
ア

ス
ベ
ス
ト
）
お
よ
び
石
綿
の
重
量

の　

％
を
超
え
た
物
が
使
用
禁
止

０．１
と
な
り
ま
し
た
。
解
体
な
ど
の
調

査
で
は
、
こ
の　

％
を
超
え
る
が

０．１

ど
う
か
の
調
査
が
必
要
と
な
り
ま

す
し
、
建
材
・
機
械
シ
ー
ル
材
な

ど
の
製
品
の
在
庫
品
に
石
綿
が
こ

の
基
準
を
超
え
て
含
ま
れ
て
い
れ

ば
、
販
売
も
使
用
も
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

石
綿
の
ば
く
露
に
よ
っ
て
発
症

す
る
中
皮
腫
は
、
有
効
な
治
療
法

す
ら
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
ま
た
、
石
綿
は
ば
く
露

か
ら
発
症
ま
で
の
期
間
が
長
い
の

が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
今

回
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
石
綿
健

康
診
断
や
作
業
環
境
測
定
の
保
存

年
限
が　

年
と
、
長
期
に
変
わ
り

４０

ま
す
。

▽
法
改
正
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

　

せ
は
、
本
荘
労
働
基
準
監
督
署

　
　
（�
　
　�
　
４
１
２
４
）、
秋
田
労

２２

　

働
局
安
全
衛
生
課
（�
０
１
８

　
　�
　
８
６
２　�
　
６
６
８
３
）
ま
で
。

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
と
雇
用
保

険
）
は
、
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除

き
、
労
働
者
を
一
人
以
上
雇
用
す
る

全
て
の
事
業
所
が
加
入
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
加
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
従
業
員
の
業
務
上
の
負
傷

や
病
気
、
通
勤
災
害
、
失
業
し
た
場

合
の
給
付
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
事
業
主
に
対
す
る
各
種
助
成

金
制
度
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
早
急
に
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
か
公
共
職
業
安
定
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
労
働
基

　

準
局
労
働
保
険
徴
収
室
（�
０

　

１
８　�
　
８
８
３　�
　
４
２
６
７
）

◎
第
三
期
企
画
展
「
わ
ら
の
文
化
展
」

　

昔
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
か
っ

た
「
わ
ら
の
文
化
」
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
期
間　

９
月　

日�
〜
平
成　

２６

１９

　

年
１
月　

日�
３１

※
年
末
年
始
を
除
き
、
土
・
日
・

祝
日
も
開
館
し
て
い
ま
す
。

▽
入
場
料　

一
般　

円
、
学
生
・

１００

　

子
ど
も
は
無
料

　

９
月　

日
か
ら　

日
は
「
結
核

２４

３０

予
防
週
間
」。
結
核
は
、結
核
菌
に

よ
っ
て
主
に
肺
に
炎
症
を
起
こ
す

病
気
で
、
今
な
お
、
わ
が
国
最
大

９
月　

日
〜　

日
は

２４

３０

結
核
予
防
週
間　
　

ア
ス
ベ
ス
ト
に
か
か
る
関
係

法
令
が
改
正
さ
れ
ま
し
た　

　身体に障害を持つ方々に対する補装具と日
常生活用具の給付内容が、１０月から変わりま
す。

補装具の利用者負担は原則１割に

　補装具の利用者負担（自己負担額）はこれ
まで、障害を持つ人の世帯の所得の状況に応
じて決定していましたが、１０月からは原則と
してかかった費用の１割が利用者負担となり
ます。
　ただし、その所得に応じ、次のとおり負担
上限が設けられます。
☆生活保護世帯　………………………　０円
☆市町村民税非課税世帯で年収が８０万円以下
　の世帯　…………………………　１５，０００円
☆市町村民税非課税世帯　………　２４，６００円
☆市町村民税課税世帯　…………　３７，２００円
※世帯員のうち、市町村民税所得割の最多納
　税者の納税額が５０万円以上の場合は、支給
　対象外となります。

日常生活用具の自己負担も１割に

　また、障害を持つ人の世帯の所得状況に応
じ決定していた日常生活用具の利用者負担
（自己負担額）も、原則かかった費用の１割
が利用者負担となります。
　これも所得に応じ、次のとおり一定の負担
上限が設けられます。
☆生活保護世帯　………………………　０円
☆市町村民税非課税世帯　………　　１，１００円
☆市町村民税課税世帯（所得税課税なし）
　　　　　　………………………　１５，０００円
☆市町村民税課税世帯（所得税課税あり）
　　　　　　………………………　３７，２００円

補装具と日常生活用具の

種目の一部を見直し　　

　これまで補装具の対象品目だったものの一
部が日常生活用具へ移行します。
◇日常生活用具へ移行する品目
　ストマ用装具（蓄便袋・蓄尿袋）、紙おむつ、
　収尿器、人工喉頭、点字器、頭部保護帽、
　歩行補助杖（１本杖のみ）

　詳しくは、市福祉事務所福祉支援課福祉班
まで（�２４－６３１４）

１１００月月かからら変変わわりりまますす
補補装装具具とと日日常常生生活活用用具具のの給給付付制制度度

本
荘
郷
土
資
料
館　
　
　

　
「
わ
ら
の
文
化
展
」
開
催　

　

月
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

１０
　
「
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
」　

広報ゆりほんじょう ２０

　

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
建

設
促
進
秋
田
県
南
部
期
成
同
盟
会

で
は
、
来
年
開
通
予
定
の
「
本
荘

Ｉ
Ｃ
〜
岩
城
Ｉ
Ｃ
間
」
と
「
仁
賀

保
本
荘
道
路
」
の
現
地
見
学
会
を

開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
と
き　
　

月　

日�

１０

１３

　
　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

３０

▽
定
員　
　

人
６０

▽
コ
ー
ス　

市
役
所�
松
ケ
崎�

　

親
川�
大
内
Ｊ
Ｃ
Ｔ�
本
荘
Ｉ

　

Ｃ�
仁
賀
保
Ｉ
Ｃ�
市
役
所

　
（
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▽
集
合
場
所　

市
役
所
「
市
民
ホ
ー

　

ル
」（
１
階
）

▽
申
し
込
み　
　

月
６
日�
ま
で

１０

　

に
、
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

　

電
子
メ
ー
ル
で
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
建

　

設
促
進
秋
田
県
南
部
期
成
同
盟

　

会
事
務
局
（
市
企
画
調
整
課
内

　
�
　
　�
　
６
２
２
６
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

２４

２３

　
　�
　
１
３
２
２
）

　

電
子
メ
ー
ル　

kikaku@
city.

yurihonjo.akita.jp

↓

↓

↓

↓

↓

↓

　

秋
の
高
原
を
吹
き
抜
け
る
爽
や

か
な
風
の
も
と
、
鳥
海
高
原
「
南

由
利
原
」「
花
立
」「
法
体
の
滝
」

で
観
光
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
三
つ
の
イ
ベ
ン
ト
と
三
カ

所
の
観
光
拠
点
を
組
み
合
わ
せ
た

「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
行
い
ま

す
。
各
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
イ
ベ
ン
ト
名
、
期
日

　

南
由
利
原
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り

　

／
９
月　

日�
１７

　

花
立
秋
ま
つ
り
／　

月
８
日�

１０

　

法
体
の
滝
紅
葉
ま
つ
り

　

／　

月　

日�
〜　

日�

１０

１４

１５

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
観
光
振
興

　

課
（�
　
　�
　
６
３
７
６
）

２４

　

国
民
健
康
保
険
税
第
３
期
分
の

納
期
限
（
口
座
振
替
日
）
は　

月
１０

２
日�
で
す
。

　

お
近
く
の
金
融
機
関
、
Ｊ
Ａ
ま

た
は
市
役
所
市
金
庫
で
忘
れ
ず
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替

納
付
の
方
は
、
預
金
残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
収
納
課

　
　
（�
　
　�
　
６
２
５
６
）

２４

　

県
で
は
、
軽
油
引
取
税
の
悪
質

な
脱
税
行
為
に
つ
な
が
る
不
正
軽

油
を
県
内
か
ら
一
掃
す
る
た
め
、

「
不
正
軽
油
一
掃
作
戦
」
を
実
施

中
で
す
。 

　

不
正
軽
油
と
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル

車
の
燃
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
軽

油
に
、
重
油
や
灯
油
を
混
ぜ
、
軽

油
と
偽
っ
て
販
売
す
る
も
の
で
、

軽
油
引
取
税
の
脱
税
行
為
に
な
り

ま
す
。

　

由
利
地
域
振
興
局
で
は
、
十
月

を
「
不
正
軽
油
一
掃
強
化
月
間
」

と
し
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
道

路
走
行
中
の
車
両
、
工
事
現
場
で

の
建
設
機
械
な
ど
を
対
象
に
、
燃

料
の
抜
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
不
正
軽
油
な
ど
の
情

報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
地
域
振
興

局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
由
利
地
域

　

振
興
局
県
税
課
軽
油
引
取
税
担

　

当
（�
　
　�
　
４
１
０
６
、
ま
た

２３

　

は
不
正
軽
油
１
１
０
番
フ
リ
ー

　

ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０　�
　
９　�
　

　

１
０
０　�
　
１
０

　

電
子
メ
ー
ル　

keiyu110@
m
ail2.

pref.akita.jp

　

由
利
本
荘
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
小
松

寛
治
会
長
）
か
ら
市
消
防
本
部
へ
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

に
関
す
る
啓
発
の
ぼ
り
と
救
命
救

急
講
習
時
に
緊
急
車
両
へ
提
示
す

る
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

暮らしのお知らせ

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道

　
「
現
地
見
学
会
」
行
い
ま
す

鳥
海
高
原
秋
ま
つ
り　
　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催

不
正
軽
油
一
掃
作
戦
実
施
中
！

市
税
の
期
限
内
納
付
に　

ご
協
力
く
だ
さ
い　
　
　



広報ゆりほんじょう２３

■彼岸釜へおいでください

▽とき…９月２３日�　秋分の日　正午～午後３時３０分

▽ところ…鶴舞会館　２階ホール

▽参加費…大人５００円、小中学生無料

▽問い合わせ先…井出さん（�２４－２４８４）
■第２０回秋田県水林通勤寮「ふれあい祭り」
　～展示即売・各種出店・演芸ほか～

▽とき…９月２４日�　午前１０時～

▽ところ…県水林通勤寮広場

▽問い合わせ先…県水林通勤寮（�２３－３５５１）
■創立４０周年記念第５回ＰＴＡ新山まつり

▽とき…９月３０日�　午前９時～正午

▽ところ…新山小学校体育館

▽内容…催し物：新山小学校吹奏楽部、合唱部、有志
　　によるヤートセ、バザー、お楽しみ抽選会、県立
　　大マジックサークルなど。出店：本荘うどん、チョ
　　コバナナ、ババヘラ、かき氷、ゆり養護学校（ゆ
　　り養ショップ）

▽問い合わせ先…新山小学校（�２２－１４２０）
■第１６回県高等学校産業教育フェア・
　第１３回県高等学校工業クラブ
　　｢研究発表大会 ｣・｢ロボット競技大会」

▽とき…１０月１日�
　　研究発表大会　午前１０時１５分～１１時３０分
　　ロボット競技大会　午前１０時４５分～午後３時

▽ところ…研究発表大会　尾崎小学校なかよしホール
　　ロボット競技大会　同校体育館

▽内容…全県の工業系高等学校の生徒による研究発表
　　大会・ロボット競技大会
　※全国大会（１１月１２日さいたま市）の予選会を兼ねる

▽問い合わせ先…県立由利工業高等学校工業クラブ事
　　務局鈴木（�２２－５５２０・ＦＡＸ２２－５５０４）
　　Ｅメール（mukyu@yuritech-h.akita-c.ed.jp）
■第１０回押花すみれ会押花絵展のご案内

▽とき…１０月７日�～１０日�　午前１０時～午後４時
　　　（７日は午後１時より、１０日は正午まで）

▽ところ…本荘文化会館地階ギャラリー

▽内容…テーマ「四季の詩～光と風と…～」
　　・会員の作品１００点ほどを展示します。
　※毎日、体験会があります（午前１０時～午後４時）
　　　（７日は午後１時より、１０日は正午まで）押花は
　　がき、しおり（無料）

▽問い合わせ先…齋藤さん（�２３－０７５９）
■渋谷久美子　筝／三絃演奏会

▽とき…１０月９日�　体育の日　午後１時３０分開場、
　　２時開演　　 ▽ところ…本荘公園内　本丸の館

▽内容…瀬音、新娘道成寺、春の海、他３曲
　　特別出演：尺八　鈴木鈴秋
　　賛助出演：筝、三絃　出雲さとみ　　※入場無料

▽問い合わせ先…渋谷さん（�２４－００３０）
■県立矢島高等学校創立８０周年記念式典開催

▽とき…１０月２１日�

▽記念式典…会場：矢島高等学校
　　時間：午前１０時～正午

▽祝賀会…会場：日新館、時間：午後１時～

▽会費…３，０００円

▽問い合わせ先…矢島高校同窓会各支部長または矢島
　　高等学校総務部佐々木（�５５－３０３１・ＦＡＸ５５－
　　３０３２まで

〈８月１９日～８月３１日受付分〉

榎　　　 結 　 菜 ちゃん（喜　悦さん）一番堰
ゆい な

佐　藤　　　 仁 ちゃん（久　志さん）石脇
じん

佐　藤　 一 　 飛 ちゃん（謙　悟さん）石脇
いっ と

備　前　 七 　 虹 ちゃん（和　彦さん）石脇
なな こ

渡　辺　 妃  茉  琉 ちゃん（　仁　さん）浜ノ町
ひ ま る

豊　嶋　 良 　 飛 ちゃん（和　博さん）井戸尻
りょう と

梶　原　 颯 　 希 ちゃん（寿　幸さん）一番堰
さ き

長谷山　 七 　 虹 ちゃん（裕　明さん）石脇
なな こ

齊　藤　 新 　 汰 ちゃん（　修　さん）大浦
あら た

渋　谷　 拓 　 斗 ちゃん（和　則さん）大鍬町
たく と

土　橋　 心 　 暖 ちゃん（　傑　さん）小人町
し のん

佐　藤　 瑠 　 那 ちゃん（俊　樹さん）鶴沼
る な

菅　原　 早 　 絢 ちゃん（大　亮さん）薬師堂
さ あや

村　上　 瑠 　 夏 ちゃん（幸　一さん）矢島町七日町
る か

横　山　 紗 　 愛 ちゃん（雅　弥さん）岩城二古
さ な

伊　藤　 琉 　 惺 ちゃん（喜　一さん）岩城滝俣
りゅう せい

加　藤　 陸 　 人 ちゃん（一　之さん）東鮎川
りく と

伊　藤　 千 　 夏 ちゃん（善　裕さん）山本
ち なつ

齊　�　 愛 　 菜 ちゃん（正　人さん）東由利田代
あい な

（　）は保護者

　　「おくやみ」「お誕生」に掲載希望の方は、市民生
活課または各総合支所市民課、出張所窓口にお申し出
ください。

おくやみ申し上げます

〈８月１９日～８月３１日受付分〉
木　村　キ　ヱさん（９４歳）裏尾崎町
猪　股　ト　メさん（８３歳）石脇
遠　藤　隆　一さん（６０歳）石脇
渡　部　正　也さん（１７歳）神沢
熊　田　トモヱさん（８６歳）薬師堂
小　松　マサヱさん（７９歳）御門
小　川　金　治さん（９１歳）川口
齋　藤　綾　子さん（９４歳）桶屋町
大　場　ミツノさん（８８歳）鳥田目
佐々木　　　敏さん（８２歳）岩野目沢
今　野　昇　治さん（２歳）小防ヶ沢
猪　又　勝　次さん（６６歳）小防ヶ沢
齋　藤　ア　イさん（７６歳）御門
小　番　芳　英さん（８３歳）矢島町元町
佐　藤　フ　デさん（１００歳）矢島町元町
佐々木　チ　ヨさん（８８歳）岩城勝手
�　野　春　雄さん（６８歳）岩城二古
佐々木　鑛　一さん（６８歳）新沢
佐　藤　與　一さん（８８歳）東由利法内
小　松　與一郎さん（７０歳）東由利老方
小　野　フサヱさん（９０歳）東由利宿
麻　生　ミ　ヨさん（７９歳）西目町沼田
加　川　モゝヱさん（８９歳）西目町出戸
村　上　ア　ヤさん（７７歳）鳥海町上川内
村　上　チヨヱさん（９０歳）鳥海町上川内

広報ゆりほんじょう ２２

■音羽流新舞踊（菊の会）会員募集

▽とき…毎月第１、第２、第３木曜日　午後６時～８時３０分

▽ところ…鶴舞会館　　 ▽会費…月２，０００円

▽内容…初心者でもできる新舞踊の実技講習です。

▽申し込み・問い合わせ先…佐藤さん（�２４－２６３６）
■本荘幼稚園「あそびの庭」参加者募集
　幼稚園で楽しく遊びましょう。

▽とき…毎週金曜日　午前９時３０分～１１時

▽対象…就園前の乳幼児と保護者
※９月２３日�は創立８０周年記念運動会があります。

▽問い合わせ先…本荘幼稚園（�２２－３１１６）
■一緒にヨサコイやりませんか？

▽とき…毎週金曜日　午後７時～９時（変更有）

▽ところ…本荘地域　　 ▽会費…月１，０００円（衣装代等別）

▽対象…１８歳以上、激しい運動が可能な方

▽問い合わせ…「いなせ組」真坂さん（�０９０－８９２４－
　　５４１６）、または加藤さん（�０９０－４６３６－６５４９）
■清徳幼稚園「パンダくらぶ」にあそびにおいで！ 
　未就園児（１歳から）を対象に親子であそぶ「パン
ダくらぶ」の会員を募集しております。
　お気軽にご参加ください！ 

▽とき…９月１６日�、１０月７日�、１１月４日�
　　午前１０時～１１時３０分 

▽場所…清徳幼稚園　　 ▽持ち物…内ズック 

▽問い合わせ先…清徳幼稚園（�２４－２５０１） 
■ステンドクラス生徒作品展

▽とき…９月１７日�～２０日�　岩城亀田教室「藤の会」、
　　９月２１日�～２４日�　本荘鶴舞教室「紫陽花の会」
　　時間…午前１０時～午後４時

▽ところ…齋彌酒造かくた倶楽部ギャラリー

▽内容…ティファニーランプ、ステンドグラスパネル、
　　行灯、小作品など

▽問い合わせ先…久永さん（�０９０－８４５５－４８１７）
■本荘子育て支援センターあいあい“ちびっこ運動会”

▽とき…９月２０日�　午前１０時～

▽ところ…本荘公園正面広場（ステージ前集合）
　　雨天または会場コンディションが不良の際は内越
　　公民館（由利高校隣り）で行います。

▽内容…かけっこ、ちびっこ体操、トンネルくぐりなど、
　　親子で一緒に体を動かしてふれあいを深めましょう。
※お友だちのお母さん同士誘い合ってぜひ参加ください。

▽申し込み先…９月１９日�まで、本荘子育て支援セン
　　ターあいあい（�２８－５５３５）
■第１１回アイ・アート・クラブ絵画展

▽とき…９月２２日�～２５日�

▽ところ…本荘文化会館地階会議室　※入場無料

▽内容…油彩画、水彩画など約６０点展示
▽問い合わせ先…加藤さん（�２２－４２９３）、または橋

　　本さん（�２２－８７１９）
■育児サークル「新婦人親子リズム会」であそぼ！
　体験会への参加者や会員を募集中です。雨の日でも
思いっ切り走れるよ�

▽とき…９月２１日�、２６日�　午前１０時３０分～正午

▽ところ…本荘由利広域交流センター多目的ホール

▽内容…リズム体操、工作、絵本の読み聞かせ、おやつ

▽対象…０歳から就学前までの乳幼児と親・祖父母
※体験会は無料ですが、通常は月会費１，０００円です。

▽問い合わせ先…近藤さん（�２４－２７６７）

※１０月１５日号掲載希望の原稿は１０月２日（月）が締め切りです。

■ＣＧアートフェスティバル２００５

▽とき…９月２３日�～１０月１５日�

▽ところ…亀田城佐藤八十八美術館

▽内容…ＣＧアートコンテスト作品展、アジアグラ
　　フィック作家作品展、Ｕ－１８の天才少年少女の作
　　品展など

▽問い合わせ先…高橋さん（�０９０－５５９５－８９２４）
　　　（http://www.cafesta.com）
■地産地消の料理教室（全２回）開催

▽とき…１０月２１日�　午前９時３０分～午後１時

▽内容…基本的なだしのとり方ほか　
　　講師　千葉章さん（由利本荘市：ゑ比寿亭）

▽とき…１０月２８日�　午前９時３０分～午後１時

▽内容…赤飯のふかし方ほか
　　講師　斎藤ミサさん（由利本荘市）

▽ところ…市ガス水道局２階クッキングスタジオキューブ

▽参加費…２回で３，０００円（レシピと食材リスト、材料
　　費含む）

▽受付…９月１９日�午前１０時より（平日の午前１０時～
　　午後４時まで）電話にて受付開始。秋田市で３コース
　　もあります。各会場とも定員２０人になり次第終了。

▽申し込み・問い合わせ先…地産地消を進める会（�
　　０１８－８７３－５２４４）
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